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吉賀町告示第200号 

 平成27年第４回吉賀町議会定例会を次のとおり招集する。 

    平成27年11月20日 

吉賀町長 中谷  勝 

１ 期  日  平成27年12月11日 

２ 場  所  吉賀町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

桑原 三平君          大多和安一君 

三浦 浩明君          桜下 善博君 

中田  元君          河村 隆行君 

藤升 正夫君          河村由美子君 

庭田 英明君          潮  久信君 

安永 友行君                 

────────────────────────────── 

○12月14日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○12月15日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○12月18日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

平成27年 第４回（定例）吉 賀 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成27年12月11日（金曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         平成27年12月11日 午前９時02分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 請願第５号 後期高齢者医療制度の保険料の軽減特例の継続をすることを求める意

見書を国に提出することを求める請願書 

 日程第６ 陳情第３号 国民皆保険制度の維持・発展の意見書提出を求める陳情書 

 日程第７ 発議第８号 入院時の食事療養費引き上げをしないことを求める意見書（案） 

 日程第８ 議案第105号 請負契約の変更について 

 日程第９ 議案第106号 請負契約の変更について 

 日程第10 議案第107号 動産購入契約の締結について 

 日程第11 議案第108号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 

 日程第12 議案第109号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第110号 吉賀町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 日程第14 議案第111号 吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する

条例について 

 日程第15 議案第112号 吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 日程第16 議案第113号 吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例について 

 日程第17 議案第114号 吉賀町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 日程第18 議案第115号 吉賀町地域間交流拠点施設条例の全部を改正する条例について  

 日程第19 議案第116号 吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者の指定について 

 日程第20 議案第117号 平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 
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 日程第21 議案第118号 平成２７年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第22 議案第119号 平成２７年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第23 議案第120号 平成２７年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第121号 平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第25 議案第122号 平成２７年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第123号 平成２７年度吉賀町一般会計補正予算（第５号） 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 請願第５号 後期高齢者医療制度の保険料の軽減特例の継続をすることを求める意

見書を国に提出することを求める請願書 

 日程第６ 陳情第３号 国民皆保険制度の維持・発展の意見書提出を求める陳情書 

 日程第７ 発議第８号 入院時の食事療養費引き上げをしないことを求める意見書（案） 

 日程第８ 議案第105号 請負契約の変更について 

 日程第９ 議案第106号 請負契約の変更について 

 日程第10 議案第107号 動産購入契約の締結について 

 日程第11 議案第108号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について 

 日程第12 議案第109号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第13 議案第110号 吉賀町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 日程第14 議案第111号 吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する

条例について 

 日程第15 議案第112号 吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

 日程第16 議案第113号 吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部を改正する条例について 

 日程第17 議案第114号 吉賀町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 

 日程第18 議案第115号 吉賀町地域間交流拠点施設条例の全部を改正する条例について  
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 日程第19 議案第116号 吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者の指定について 

 日程第20 議案第117号 平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第21 議案第118号 平成２７年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第22 議案第119号 平成２７年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第23 議案第120号 平成２７年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第121号 平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 日程第25 議案第122号 平成２７年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第123号 平成２７年度吉賀町一般会計補正予算（第５号） 

────────────────────────────── 

出席議員（11名） 

１番 桑原 三平君        ２番 大多和安一君 

３番 三浦 浩明君        ４番 桜下 善博君 

５番 中田  元君        ７番 河村 隆行君 

８番 藤升 正夫君        ９番 河村由美子君 

10番 庭田 英明君        11番 潮  久信君 

12番 安永 友行君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 水落 裕之君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ……………………… 中谷  勝君   副町長 …………………… 岩本 一巳君 

教育長 …………………… 青木 一富君   教育次長 ………………… 坂田 浩明君 

総務課長 ………………… 赤松 寿志君   企画課長 ………………… 深川 仁志君 

税務住民課長 …………… 齋藤 明久君   保健福祉課長 …………… 宮本 泰宏君 

産業課長 ………………… 山本 秀夫君   建設水道課長 …………… 光長  勉君 

柿木地域振興室長 ……… 三浦 憲司君   出納室長 ………………… 谷 みどり君 

────────────────────────────── 
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午前９時02分開会 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１１人であります。定足数に達して

おりますので、平成２７年第４回吉賀町議会定例会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（安永 友行君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、１番、桑原議員、２番、大多和議員

を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（安永 友行君）  日程第２、会期の決定の件を議題にします。 

 これについては、議会運営委員長の報告を求めます。８番、藤升議会運営委員長。 

○議会運営委員長（藤升 正夫君）  それでは、議会運営委員会から、会期について報告をさせて

いただきます。 

 １２月４日に議会運営委員会を開催をいたしまして、本定例会の会期を本日より１８日までの

８日間と決定したことを報告いたします。 

○議長（安永 友行君）  お諮りをします。本定例会の会期は、ただいまの委員長報告のとおり、

本日から１２月１８日までの８日間にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、よって、会期は本日から１８日までの８日間と決定を

しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（安永 友行君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に出席の説明員の職、氏名はお手元に配付したとおりです。 

 監査委員よりの例月出納検査報告及び議長の動静報告は、お手元の配付資料のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（安永 友行君）  日程第４、中谷町長よりの行政報告を行います。 

 中谷町長。 
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○町長（中谷  勝君）  おはようございます。本日から第４回目の定例町議会でございます。 

 １９議案を上程いたしますが、私どもとすれば精査して上程しているつもりでございますが、

不手際がありましたら、差しかえ、訂正等、またお願いしなければならないかというように思っ

ておりますけれど、慎重審議の上、御可決を賜りますよう、まずもってお願いを申し上げます。 

 それでは、動静を報告させていただきます。 

 ９月の定例会の途中からでございますけれど、９月２５日に、津和野町の発足１０周年記念式

典がございましたので出席させていただいております。 

 また、２７日、手づくり自治区設立総会というのが柿木のふれあい会館でございましたので、

それに出席させていただきました。 

 また、２８日に益田広域等がおいでになったり、交通安全のテント村、そういったものがあり

ました。 

 また、２９日には、島根医大生、町内の出身者の訪問、激励に行っておるところでございます。 

 １０月１日につきましては、私どもの町が合併１０周年記念の式典を行ったわけでございます。 

 翌３日には、宇部のビエンナーレ彫刻展が世界彫刻展がございました。その前夜祭のほうへ御

招待がありましたので出席させていただき、今後、宇部と文化交流等をしたらというようなこと

の話をさせていただいたところでございます。 

 ４日は、合併１０周年の記念講演が町民体育館でございましたので、これに出席しているとこ

ろでございます。 

 １０月５日につきましては、一部事務組合が、組合議会がございましたので、それに出席させ

ていただいたところでございます。 

 また、７日には、山陰中央新報社のほうから、西部支社長のほうがおいでになりましたので、

対応して、お話を、協議をさせていただいたところでございます。 

 １０月９日につきましては定例議会が行われて、９月議会がこれで終わったというふうに思っ

ております。 

 １０月１１日には、グラントワ１０周年記念の記念式典がございましたので、これに出席させ

ていただいたところでございます。 

 １０月１４日に、澄川喜一先生の作品展が日本橋三越でございましたので、これに出席させて

いただき、その後、土地改良全国大会が青森市でございましたので、こちらのほうへ行かせてい

ただき、また１０月２０日は、農業農村意見交換会というのが農林水産省でございましたので出

席させていただいたところでございます。 

 １０月２３日には、広域の組合の理事会が開催されましたので、これに出席をいたしました。 

 １０月２４日につきましては、職員採用試験の２次試験を行ったところでございます。 
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 また、２８日には、ぎんなんの採用の２次試験を行わさせていただいたところでございます。 

 １０月２７日には、臨時議会を開催させていただきました。 

 また、２８日には、島根産業セミナーのほうが広島でございましたので、こちらのほうへ出席

をしております。 

 ３１日には、社会福祉協議会が合併１０周年記念を開催されましたので、これに出席をいたし

ております。 

 １１月２日につきましては、広域の組合議会がございましたので、これに出席し、また１１月

４日に、松江市におきまして、島根の道づくり意見交換会がございました。これに出席し、翌

５日には国交省との要望活動がございましたのでこれに参加し、道づくり全国大会というのがご

ざいましたので、これに出席し、県内国会議員への要望活動を行ったところでございます。 

 １１月６日には、国交省の広島の局のほうで「まち・住まいづくり意見交換会」というのが中

国地区５市町村が出ておりますので、これを吉賀町のほうが、今回出て意見を言えということで

ございましたので、出席させていただいたところでございます。 

 １１月９日には、日赤がほぼ完成したということで、竣工式と書いてございますけど内覧会が

ございましたので、こちらのほうへ出させていただいたところでございます。 

 １０日には、島根県環境審議会がございましたのでこれに出席し、１１日に上京いたしまして、

教育再生首長会議、これに出席し、次の日のＡＮＡの本社の要望活動に行かせていただいたとこ

ろでございます。 

 １１月１５日には、近畿県人会がございましたのでこれに出席し、１６日には、鹿足郡の議長

会の研修会がございましたので、出席させていただいたところでございます。 

 １１月１７日には、町村会の研修が東京でございまして、総務省の起債担当の課長、そして町

村会の顧問に就任していただいております、元総務省の椎川さんを呼んでの研修を行っておると

ころでございます。 

 １８日につきましては、全国の市町村長大会がＮＨＫホールのほうで開催されましたので、そ

ちらのほうへ出席いたしております。 

 １１月２１日に環境王国の総会、これ小松市でございまして、翌日、米の食味コンクールがご

ざいました。残念ながら、吉賀町が出展した部分は入賞することができませんでしたけれど、

２５日は、議員の全員協議会がございましたので、こちら開催させていただいたところでござい

ます。 

 ２６日は、全国治水砂防大会が全国砂防会館でございましたので、こちらに出席し、国土交通

省等要望活動を行ったところでございます。 

 翌２７日に、六日市のゆららの設計者の新居千秋氏と澄川喜一氏との面談を、お話し合いをし
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たいということでございましたので、私どもも、新居千秋氏が設計した部分を改修させていただ

くということで澄川先生との面談をさせていただき、同席したところでございます。 

 また、翌２８日には町歌を作詞してくださいました村田さち子先生のお礼に訪問させていただ

き、その日、東京吉賀会の役員会、忘年会がございましたので、これに出席したところでござい

ます。 

 １１月３０日には、県教育長、また副知事に面談させていただきました。これは、一般質問で

出ておりますけれども、吉賀高校の寮につきまして要望活動をしておりますので、そのことの経

過、または私どもの考え方といったものを伝えにまいったところでございます。 

 １２月１日には、協力隊の辞令交付を行いまして、また、エポックの経営調査をしていただき

ましたので、その報告を聞かせていただいたところでございます。 

 １２月３日につきましては、不燃物の予算査定、また老人ホームの予算査定をいたしまして、

その日、六日市病院の重富理事長と面談させていただいたところです。 

 １２月４日につきましては庁議を行いまして、６日に柿木の原手でございました万歳楽に御飯

をいただきにまいらせていただきました。 

 また、８日につきましては、管内の益田の市長、津和野町長との会談で、いわゆる今、持って

おります課題、また今後についての話をさせていただいたところでございます。 

 ９日につきましては、菌床シイタケの製造をされて販売されている会社があるわけでございま

すけれども、県の林業担当の職員と産業課とともに調査といいますか、見させていただいたとこ

ろでございます。 

 また、１０日の昨日でございますけれども、飲酒運転撲滅ということで、職員の署名をいただ

きましたので、これを津和野警察署のほうへ提出してきたところでございます。 

 以上が９月議会からの動静でございます。よろしくお願いします。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．請願第５号 

日程第６．陳情第３号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第５、請願第５号後期高齢者医療制度の保険料の軽減特

例の継続をすることを求める意見書を国に提出することを求める請願書及び日程第６、陳情第

３号国民皆保険制度の維持発展の意見書提出を求める陳情書については、お手元に配付した陳情

請願要望等文書表のとおり所管の総務常任委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認めます。したがって、日程第５、請願第５号後期高齢者医
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療制度の保険料の軽減特例の継続をすることを求める意見書を国に提出することを求める請願書

及び日程第６、陳情第３号国民皆保険制度の維持発展の意見書提出を求める陳情書については、

陳情請願要望等文書表のとおり所管の総務常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定

しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．発議第８号 

○議長（安永 友行君）  日程第７、発議第８号入院時の食事療養費引き上げをしないことを求め

る意見書（案）を議題とします。 

 本件については、提案理由の説明を求めます。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  それでは、ただいま議題となりました発議第８号につきまして、

読み上げて提案させていただきます。 

 発議第８号。吉賀町議会議長安永友行様。提出者、吉賀町議会議員藤升正夫。 

 入院時の食事療養費引き上げをしないことを求める意見書（案）。上記の議案を、別紙のとお

り会議規則第１４条第１項の規定により提出をします。 

 理由といたしましては、安心して入院し治療を続けられるようにするためであります。 

 ひっくり返していただきまして、意見書（案）。ことし５月に成立した改正医療保険関連法で

は、入院時の食事療養費を、２０１６年から２０１８年にかけて段階的に引き上げることが決め

られました。入院時の食事療養費は、１９９４年１０月に療養の給付から食事療養費が切り離さ

れ、医療費とは別に入院時の食事療養費に患者の一部負担が導入されました。 

 導入当初、一般的な収入の人の自己負担額は１日当たり６００円、それが１９９６年１０月に

７６０円、２００１年１月に７８０円と、じわじわと引き上げてきました。そして２００６年

４月に、１食ずつ計算する方法に見直され、現在の１食２６０円、１日３食だと７８０円に至っ

ています。 

 この患者負担を、２０１６年から１食当たり１００円引き上げて３６０円に、２０１８年には

４６０円に引き上げる予定です。 

 今回の法改正は、住民税非課税世帯など低所得層の食事代の自己負担は、これまでどおり１食

１００円から２１０円に据え置かれることになっております。しかし、それ以外の人は、

２０１８年以降に１カ月間、３０日間入院すると、医療費以外に食事療養費が４万１,４００円

かかるようになり、現在より１万８,０００円の負担増となります。 

 入院中の食事は、患者の病状に合わせて栄養管理されたものが病院から提供されています。特

に、手術をした後などは、栄養状態が悪いと免疫力が低下したり感染症を起こしたりしやすくな

り、医師や栄養士の指導のもとに行われる適切な食事療法が必要です。 
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 入院時の食事療養費引き上げは、入院抑制につながるものであり、安心して治療を続けるため

にも行わないよう強く求めるものです。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 ということで、提出先といたしましては、衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働

大臣、総務大臣、内閣官房長官としております。よろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りをします。本件については総務常任委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたい

と思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、本件については総務常任委員会に付託し、会期中の審

査とすることに決定をしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第１０５号 

○議長（安永 友行君）  日程第８、議案第１０５号請負契約の変更についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１０５号につきまして御説明を申し上げます。 

 請負契約の変更について。下記工事について、請負契約の変更契約を締結するため、吉賀町議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例（平成１７年吉賀町条例第

４９号）第２条の規定により議会の議決を求める。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長中谷

勝。 

 記。１、契約の目的、平成２７年度七日市浄水場急速ろ過設備工事。契約の方法、一般競争入

札における文書契約（当初）でございます。３、契約金額、変更後が７,５４９万４,１６０円、

税込みでございます。変更前が７,０１７万８,４００円で、これも税込みでございまして、いわ

ゆる増額する金額が５３１万５,７６０円でございます。４、工期、変更後が、吉賀町議会の議

決のあった日の翌日から平成２８年２月２９日まででございます。変更前は１２月１８日までで

ございました。５、契約の相手方、島根県松江市平成町１８２番地１５、山陰クボタ水道用材株

式会社代表取締役社長杉谷雅祥でございます。 

 詳細につきましては、建設水道課長のほうから御説明申し上げますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。光長建設水道課長。 

○建設水道課長（光長  勉君）  おはようございます。それでは、議案第１０５号請負契約の変

更についてを詳細説明をさせていただきます。議会の参考資料のほうの１ページをお開きいただ
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けたらと思います。 

 本議案の内容につきましては、去る１１月２５日の全員協議会におきまして概略を説明させて

いただいておるものでございます。 

 まず資料のほうを見ていただきまして、工事名は七日市浄水場急速ろ過設備工事でございます。

工事場所は吉賀町抜月地内です。工期につきましては、当初、竣工日を平成２７年１２月１８日

までで契約しておりますけれども、平成２８年２月２９日まで延期するというものでございます。 

 また、工事内容の主な変更内容でございます。アルカリ剤注入設備、それから原水ｐＨ計の追

加ということでございます。 

 理由につきましては、そこに書いてございますけれども、当初設計におきましては、平成

２３年から平成２５年の原水の水質検査結果をもとに凝集処理におけるアルカリ剤の要否確認を

行って設計をさせていただいたところでございます。 

 計算の結果では、凝集処理の適正ｐＨが６.３から７.０の範囲内ということでありましたので、

アルカリ剤の投与につきましては不要と判断して、設計し施工を始めたところでございます。 

 発注しまして、その後メーカーのほうで原水のジャーテストというのを行いました。そのジ

ャーテストというのは、その原水に対して、ろ過するために適正な凝集剤の注入率を決めるため

のテストでございますけれども、そのテストを行いましたところが、フロックの形成が目視でき

なかったということでございます。 

 フロックというのは、水にまざっているいろんなものが、ある程度の固まりになるということ

なんですけども、凝集剤を入れてそういう状態が確認できなかったということで、それを、フロ

ックができないと、ろ過してもろ過の効果があらわれないということで、アルカリ剤を注入して

ｐＨを調整して、テストを行ったところ、フロックの形成が確認されましたので、アルカリ剤の

注入が必要と判断したということでございます。 

 恐らく当初の予定では、机上の計算上では、ｐＨの調整は必要でないということで予定をして

おったわけですけども、実際にやってみると、なかなか思うようにフロックが形成されなかった

ということで、今回、アルカリ剤の注入設備と原水ｐＨ計の追加を変更でお願いしたいというも

のでございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  ただいま、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。２番、大多和議員。 

○議員（２番 大多和安一君）  全員協議会で聞いてたんですが、ちょっと聞いてなかったのは、

この工期の変更ということで、これらの工事について、技術者はここへ縛りつけるというか、そ

ういうことになると思うんですが、工期の変更が約７０日間ということは当初の１２月１８日で

終わる予定だったのが７０日間延びたという理由が、２月まで約７０日間延ばして技術者を縛り
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つけることになると思うんですが、その理由は、町、発注者のほうから延ばしたのか、受注者の

ほうからそういう形で延ばさざるを得なかったのか、そのあたりのことについてお聞きしたいと

思いますが。 

○議長（安永 友行君）  光長建設水道課長。 

○建設水道課長（光長  勉君）  アルカリ剤の注入設備と原水ｐＨ計の追加ということでござい

まして、その製品自体は機械ですので、工場でつくられてきます。それで、現地でそれを設置す

るような形になります。 

 ちょっと、その技術者を縛りつけるとか何とかっちゅうのは、ちょっと、こちらにずっと来て

というようなことではないわけですけども、その機械を製作したりとかそういうところで工期が

必要と、設置もそうなんですけど、その工期変更のことをどちらからということですけれども、

当然、双方で協議をして、このぐらいの工期を延期すればその設備の追加工事ができるだろうと

いうところで、双方で協議した中で、その工期を、延期期間を決めております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、これで質疑は終わります。 

 これより討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第８、議案第１０５号請負契約の変更についてを採決します。本案は原案のとおり決定す

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第９．議案第１０６号 

○議長（安永 友行君）  日程第９、議案第１０６号請負契約の変更についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１０６号請負契約の変更について、下記工事について

請負契約の変更契約を締結するため、吉賀町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処

分に関する条例（平成１７年吉賀町条例第４９号）第２条の規定により議会の議決を求める。平
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成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 記。１、契約の目的、平成２７年度蔵木浄水場紫外線処理設備工事。契約の方法、一般競争入

札における文書契約（当初）でございます。３、契約金額、変更後が６,０７３万４,８８０円、

税込みでございます。変更前が６,１６６万８,０００円、同じく税込みで、減額で９３万

３,１２０円とするものでございます。４、工期、吉賀町議会の議決のあった日の翌日から平成

２７年１２月１８日まで。５、契約の相手方、島根県松江市平成町１８２番地１５、山陰クボタ

水道用材株式会社代表取締役社長杉谷雅祥でございます。 

 詳細につきましては、同じく建設水道課長のほうから御説明を申し上げます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。光長建設水道課長。 

○建設水道課長（光長  勉君）  それでは、議案第１０６号請負契約の変更についての詳細説明

をさせていただきます。参考資料のほうの２ページをお開きいただけたらと思います。 

 本議案につきましても、１０５号と同様で、１１月２５日の全員協議会の中で概略を説明をさ

せていただいております。資料のほうを見ていただければと思います。 

 工事名につきましては、蔵木浄水場紫外線処理設備工事でございます。工事場所は吉賀町田野

原地内です。工期につきましては当初契約どおりということで、平成２７年７月１４日から同年

１２月１８日までということでございます。 

 主な変更内容でございますけれども、配管の一部が１５０の管径のものを１００に変更、それ

から不断水仕切弁２カ所、これも管径が１５０でございましたけれども、これを１カ所の関係

１００に変更するというものが主な変更内容でございます。この変更によりまして、９３万

３,１２０円の減額ということでございます。 

 変更の理由につきましては、この不断水仕切弁の管径が、送水流量計周辺の配管でございます

けれども、その配管が、掘削しましたところが、当初１５０であろうというところで設計してお

りましたけれども、その周辺の配管が１００に絞ってあったということで、配管の太さを変更し

て、なおかつ不断水仕切弁を２カ所から１カ所に減っしたということでございます。それに伴い

ます工事費の減額ということでございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  既設の配管が当初１５０というふうに予定をしていたということ

で、設計されたということなんですが、このもともとの蔵木浄水場と、その周辺の図面には、こ

ういう配管の太さの明示はされていたのかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  光長建設水道課長。 

○建設水道課長（光長  勉君）  この、今、送水流量計がある場所が、浄水場からちょっと出た
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場所でありまして、浄水場内の図面で当初の設計をしたというふうに思っております。 

 それで、送水流量計周辺につきましては、ちょっと１００になっていたということで、そこの

部分については、ちょっと確認がきちっとできてなかったということであろうと思います。そう

いうことで、掘削してみたところが１００だったということでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  わかりました。そうしますと、たまたまこのたびは掘削したとこ

ろが違ったということで、ほかにもこういうような図面上の数字と現場の配管の太さが異なって

いるというようなところも存在するというふうに聞いていいのかというのを聞きます。 

 と言いますのは、今後、また各所での古い配管等についても交換をするということにもつなが

っていくことですので、関連する質問でありますがお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  光長建設水道課長。 

○建設水道課長（光長  勉君）  現在、簡易水道につきましては、水道の台帳といいますか、配

管については一応図面を作成して、どの区域が、どの程度の大きさの配管がどの辺に入っている

というのは町内全域、一応、データ化して図面を持っております。 

 ただ、かなり年数も経過しておりまして、今回の公会計移行に伴いまして、台帳の整備、固定

資産台帳の整理等も絡んで、いろいろと全ての設備とかも調査をしておりますけども、何分にも

年数も経過しておりまして十分な資料のない場所もございますので、全てが全てきちっと把握さ

れているということはございませんけども、町内全域につきましては、ほぼ図面の中で、配管の

管径につきましては記入をされております。 

 ただ、今、議員御指摘のように、１００％その図面と現場があっているかと言われると、ちょ

っとそうでないところもあろうかとは思いますけれども、その辺は、それ以上の調査が難しいと

いうところで、ただ全体的に考えれば、ほとんどのところは台帳どおりの配管がされているとい

うふうに、今、見ております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、これで質疑は終わります。 

 これより討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第９、議案第１０６号請負契約の変更についてを採決します。本案は原案のとおり決定す

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって、本案は原案のとおり可決をされました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１０．議案第１０７号 

○議長（安永 友行君）  日程第１０、議案第１０７号動産購入契約の締結についてを議題としま

す。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１０７号でございます。 

 動産購入契約の締結についてということで、下記物件について購入契約を締結するため、吉賀

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例（平成１７年吉賀町条例第

４９号）第３条の規定により議会の議決を求める。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 記。１、契約の目的、特別養護老人ホームのホームとびのこ苑備品介護用ベッド購入事業。２、

契約の方法、指名競争入札による文書契約。契約金額は１,５７６万８,０００円、うち消費税が

１１６万８,０００円でございます。納入期限、平成２８年３月３１日。５、契約の相手方、島

根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木６４５番地１、有限会社ふれあいショップのうみ代表取締役能美明

信でございます。 

 ここにつきましては、型式も古く、また壊れてきたので、また、よその施設よりは施設職員の

過重労働というような形になっておるということでございますので、一括全部買いかえるという

ものでございます。 

 詳細につきましては、保健福祉課長のほうから御説明を申し上げます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  それでは、現在上程されております議案第１０７号動産購入契

約の締結につきまして、詳細説明を行いたいというふうに思います。議会資料の３ページをお開

きください。よろしゅうございますでしょうか。 

 このたびの動産購入の経緯でございますけども、冒頭、町長が、今、申し上げましたけれども、

とびのこ苑は平成１１年に建設をされました。平成１２年の７月が介護保険制度の導入というこ

とで、その介護保険制度の導入で要介護者のそういう施設を充実しようということで、旧柿木村

において整備をされたわけなんですけども、もう建設をされて１６年たっておりまして、初期導

入されたベッドが、もう旧式で使えないというような状態が続いておりました。 
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 原因はモーターの故障であったり、モーター自体もベッド自体も耐用年数を過ぎておりますし、

それから、旧式であるためサイドレールが取りつけられないというようなことで、認知症であっ

たり体幹をきちんと支えることができない高齢者の方は転倒なども随分起きておりました。 

 そういったことで、このたび、その中の３０台分につきまして、ケアワーカーの腰への負担の

手間を省いたり、腰への負担を軽減をしたり、介護の時間の手間を省いたりというようなことで

購入をさせていただいたということでございます。 

 議会資料の３ページをごらんになっていただいたらと思いますけれども、事業名ですが、特別

養護老人ホームとびのこ苑の備品、介護用ベッドの購入事業ということでございます。納入先は

吉賀町柿木村柿木のとびのこ苑です。納期限は２８年３月３１日です。 

 この納期限につきましては、パラマウント社のものを入れておるんですけれども、受注生産と

いうことになりますので、１１月に入札を行ったんですけど、今回の議会まで発注することがで

きないということで、納期についてぎりぎりまで、能美さんもパラマウントさんも待ってくれな

いかと、ただ責任を持って入れますと、それから過去２０年の実績がございますので、それにつ

きましても、私どもも信用させていただいて３月３１日に納入すると。それまでに、もし製品が

できれば、動作環境などを見ながらしたいというふうには、今、思っているところです。 

 主な仕様ですけれども、めくっていただきまして、主体となりますベッド、電動ベッド、「カ

リストエール」という機種で６５万５,０００円で、これは最新鋭の、パラマウント社の最新鋭

の機種なんですけども、６５万５,０００円ということです。 

 以下、これも、マットレスなんですが、これは体圧分散効果が非常に高いもので、褥瘡を防ぐ

には、今、このマットが一番いいふうにと言われておりまして、そのマットレス、それから、サ

イドレール、介助バー、サイドテーブル、ナースコール中継ユニット、今回、このナースコール

中継ユニットを入れさせていただいたのは、ベッドが挙上している場合には、それがナースコー

ルセンターでわかるということになってますので、介護者の側は、今、部屋でその方がどういう

ふうな状態にあるか、自分で動かすことももちろんできるわけですので、どういうふうな状態に

あるかということを把握できるというメリットもございまして、そういうふうな仕様にさせてい

ただいたということでございます。 

 ３ページに戻っていただきまして、６社、指名応募者をさせていただきました。町内、全て町

内の業者の方ですが、応札をいただいたのは３社で、落札をしたのはふれあいショップのうみさ

んで、税を抜いて１,４６０万円ということでございます。 

 以上で、詳細説明を終了いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。４番、桜下議員。 
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○議員（４番 桜下 善博君）  １件お聞きします。３０台分ということで、非常に台数も多いん

ですが、町内の業者が落札されて、大変いいことと思って喜んでおりますが、介護用品は、ちょ

っと台数が多いんですが、リースということが、家庭で使う場合の介護用品もリースということ

が、最近非常に多く、私どもも利用しておりますが、リースの場合は、故障した場合あるいは壊

れた場合は、すぐ新品に変えてもらうことができるんですが、町内の業者が落札されたというこ

とで非常に喜んでるっちゅう反面、リースにするというような計画といいましょうかお考えはな

かったんでしょうか。料金との比較があるんですが、お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  リースも当然検討させていただきました。今回のベッドは、先

代のものは１６年ぐらい使っております。 

 やっぱりリースというのは高いですから、使用期間を長くすればするほど買い取りのほうが、

やっぱり財政効果が出ますので、我々としては、今回のパラマウント社は、市場の中でも８０％、

日本の電動ベッドの市場の中でも８０％を占めております。その次がフランスベッドなんですけ

れども、やはり、それぐらいにパラマウント社のベッドというのは性能がようございますので、

そういった部分で、丁寧に使えば、本当に２０年でも２５年でも使えるぐらいのものを今回は入

れさせていただきました。 

 そうすると、やっぱり六、七年か七、八年かぐらいからは経営の効果がどんどん出てきますの

で、後年度負担が、全然発生しないわけですから、ですからやっぱり、きちっと買うほうがいい

という、そういう視点に立って、今回、全てを購入させていただきました。 

 ただ、いろんなものがございますので、その、これはリースがいいというようなものも、もち

ろんあります。例えば５年以内で壊れて買いかえるとか、機種の交換が激しいとか、そういった

ものはやっぱりリースがいいと思うんですけども、このベッドにつきましては買い取りのほうが

いいという判断のもとに、今回購入させていただいたということでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  よくわかりました。 

 関連になるんですが、みろく苑についての、この同じような事案については、どうなんでしょ

うか。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  大変、比較検討になって申し上げにくいんですけども、みろく

苑については、１０年、１１年に整備をさせていただきました。ですから、とびのこよりも１年

早いんですけども、そのときに、既にツーモーター、スリーモーターで、この当時のものよりも
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いいものを入れておりますので、そんなに壊れていないということがございます。 

 ただ、その、もう耐用年数は随分過ぎておりますので、買いかえなきゃいけないようなことも

あるんですけども、今のところ大丈夫ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかに質疑はありませんか。９番、河村由美子議員。 

○議員（９番 河村由美子君）  これは、パラマウント社のベッドはいいと思うんですけども、仕

様書のところで詳細がわからないんですが、背もたれが起きて、足元が上がるというふうなもの

なのか、パラマウントのヨンダブというものがあるんですが、値段も違うかもしれませんが、斜

めに起きるというようなベッドもあるんです、このメーカーには。そういったものなのかどうな

のかということを教えていただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  このカリストエールの説明を少しします。 

 ベッドがこういうふうにあって、まず、ベッド自体が上がり下がりをしなきゃいけないという

ことがあります。介護するときには、上げておむつ交換をしないと腰への負担が出ますので、ま

ずこれが１モーターです。 

 それから、ベッド上で挙上する、仰臥位から起きる座位にするときの、まず、この角度、これ

を上げるのが２モーターです。ここにモーターがあります。 

 それと、あともう一つ。このときに、こちらのほうだけ上げてしまうとずってしまいますので、

膝の部分が折れ曲がって前にずりこまないようにする、これが３モーターです。 

 一般的には、これが上がり下がりして、こちらが起き上がる２モーターが多いんです。このほ

うが安いわけですから、ただ、これですと前に出ますので、前に出ないようにもう１人介助員が

いたり、そこに枕を入れて前に出ないようにする、そういう工夫をしながら、介助員は介助をし

ながら食事の提供なんかをするわけですけども、そういった作業がなくなるので、まず、ベッド

が上がり下がりをするというもの、これが１モーター、それから背もたれが上がってくるという

ことで２モーター、それから、それが前に出ないように、ずりこみがないように膝の部分が上が

るということで３モーターということで、非常にぜいたくなベッドではあるんですけども、介護

をされるほうも、介護をするほうも、この３モーターが一番いいということで、今回、導入させ

ていただいたということでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  斜めに動く分もということの質問だったように思いますが、ナー

スコールの中継ユニットがアナログ式であります。今の全体の設備はわかんないんですけども、
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デジタル式のものも、この分についてはちょっと値段は１.５倍ぐらいしますけれども存在はす

るんですが、アナログ式とした理由をもう一度説明ください。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  現行の配線とか、いろんな仕組みがアナログ対応になってまし

て、これをあえてデジタルに変更する必要がないというふうに、パラマウント社とも話をしまし

た。 

 それをしてしまうと、また莫大な経費がかかります。全く、そのアナログでもデジタルでも、

この仕様については問題がないという判断をしましたので、現行のものを十分使えるということ

でアナログ対応ということにさせていただきました。 

○議長（安永 友行君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですが、日程第１０、議案第１０７号動産購入の契約の

締結についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１１．議案第１０８号 

日程第１２．議案第１０９号 

○議長（安永 友行君）  引き続き日程第１１、議案第１０８号行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定について及

び日程第１２、議案第１０９号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてを一括議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１０８号、１０９号、２議案につきまして御説明を申

し上げます。 

 議案第１０８号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例の制定について。行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例を制定をしたいので、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定に基づき議会の議決を求める。平成

２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 続きまして、１０９号でございます。行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について。行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例を制定したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定に基づき議
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会の議決を求める。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 これにつきましては、いわゆるマイナンバーと言っておりますけれども、このマイナンバー法

が成立したことによりまして、条例整備をしなければならないという状況が出ておりますのでお

願いするものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長のほうから御説明を申し上げますのでよろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  それでは、議案第１０８号と１０９号の詳細説明を行います。 

 まず、共通するのは、番号法、いわゆるマイナンバー法とも言われておりますけれども、この

法律に伴いまして、関係条例の整備が必要になったというものでございます。先ほど町長も申し

たとおりでございます。 

 まず１０８号のほうです。番号法の第９条第２項によりまして、番号法に規定されました事務

以外で個人番号を利用する場合には条例で定めるというふうに、法律のほうでうたってございま

す。そのことが趣旨、第１条のところに記載をしておるところでございます。 

 第２条につきましては定義ということで、用語の意味を定めております。 

 第３条については、町の責務について定めたものです。 

 第４条のところで、個人番号の利用範囲を定めるものでございます。町長または教育委員会が

行う番号法、別表第２の第２欄に掲げる事務において、第４欄に掲げる特定個人情報で、みずか

らが保有するものを利用できることというふうにしております。 

 どういうことかといいますと、番号法の別表第２というのは、特定個人情報、要するにマイナ

ンバーが入った情報ですが、これの提供について定めたもので、例えば、厚生労働大臣が市町村

長に対して健康保険に関する事務を処理するために住民税に関する特定個人情報を提供できると

いうような形でケース・バイ・ケースで事個別にうたってございます。 

 この例で言いますと、第２欄については健康保険に関する事務、第４欄については住民税に関

する特定個人情報というような形で、法律の中で、個別に別表ということで定めたものでござい

ます。 

 もう一つ、番号法の別表第２というのがあるんですけれども、これは、国や他の地方公共団体

との情報提供について定めたものです。したがいまして、同一機関内の他の事務に特定個人情報

を提供することについては、この別表第２の中では記述がございません。 

 例えば、吉賀町の税務関係事務から福祉関係の事務のところに特定個人情報を提供するといっ

た場合には、この、特定個人情報の別表第２に基づく特定個人情報の提供ということじゃなくて、

個人番号の利用ということに特定個人情報の利用ということに該当するということで条例を設け

る必要があるということで、この第４条に、その利用するものについて記載をしたものでござい
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ます。 

 それから、第５条の特例ということですけれども、これにつきましては、他の条例によって、

特定個人情報を記載した書面の提出が義務づけけられた場合でも、第４条に特定個人情報の利用

や提供があれば、書面の提出があったものとして取り扱うというものでございます。 

 続きまして、議案第１０９号ですけども、これにつきましては、番号法の施行に伴いまして関

係する吉賀町課設置条例と吉賀町介護保険条例の改正を行うものでございます。 

 参考資料の５ページのほうをお開きをいただきたいと思います。こちらのほうには、吉賀町課

設置条例の改正の新旧表が添付をしてございます。改正内容につきましては、第２条の総務課の

欄に第１５号個人番号制度に関することを挿入して、現行の第１５号を第１６号とするものでご

ざいます。 

 次に、吉賀町介護保険条例の改正ですけども、参考資料の６ページのほうをお開きをいただき

たいと思います。改正の内容につきましては、保険料の徴収猶予と、保険料の減免に関する記述

第８条と第９条のところですけれども、それぞれについて、添付書類の中に理由を証明すべき書

類を添付という記述がございますけれども、これを削除するというものでございます。 

 それと、現行でいいますと、氏名及び住所というのがありますが、これに個人番号を追加する

というものでございます。 

 以上で、第１０８号と第１０９号の詳細説明を終わります。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりましたが、ここで休憩をいたします。

１０分間休憩します。 

午前10時04分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時14分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

 議案第１０８号及び議案第１０９号についての提案理由の説明は終わっておりますので、これ

より質疑を許します。質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  番号法の第９条第２項から基づく条例の制定でありますが、この

番号法の第９条第２項におきまして、地方公共団体の長その他の執行機関は云々とありまして、

特定個人情報ファイルにおいて個人情報を効率的に検索し管理するということで言われておりま

す。 

 町においてもこの特定個人情報ファイルという形でファイル上にデータが存在をすることにな

るとは思いますが、この今の定義の中に特定個人情報ファイルについての説明がなく、また、

後々の条文の中にも「特定個人情報ファイル」という言葉は出てこないので、定義の中にもない
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んですが、ファイルとしてあるものを活用するのであるので、そこら辺は今の特定個人情報ファ

イルの扱いについてももう少し内容を入れるほうがいいんではないかというふうに考えますが、

いかがでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えします。 

 この条例については、個人番号を利用する事務についての規定ということで、ファイルがない

ともちろん利用はできないんですけども、あえてそこまでしないで、ファイルというのは、もち

ろん法律の中にも定められたものですし、それがないと利用もできないわけですけど、ですので、

あえてそこまではそこの中ではうたっておりませんですけども、利用するに当たっては、もちろ

んそのファイルを利用しないとできないということにはなろうかと思います。 

○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  それで、具体的な部分でお聞きをいたします。 

 第４条の個人番号の利用範囲、第２項で法別表第２の第２欄に掲げる事務を処理するためとい

うことと、その後に続きまして、必要な限度で利用することができるというふうに言われており

ますが、具体的に今、町が準備をしている事務の名称について、法別表第２の第２欄に掲げる事

務のうち、吉賀町がどの事務をどういう形でしようとしているか、この一覧を提出することがで

きるかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  私が答えるべきかどうかはいささか疑問があるところなんです

けど、私の課のところの問題が一番大きいので、お答えをさせていただきますと、一応この「わ

かりやすいマイナンバー制度」、これは総務課長が持っているもので、私どもは私どもでそうい

ったハンドブック的なものは持っているんですけど、その中の別表第２には、それぞれ特定個人

情報の情報紹介者であったり、事務であったり、情報提供者であったり、特定個人情報というの

はいかなるものかというものがるる書いてあります。 

 これが数十ページにも及ぶもので、これを全て事務を条例の中で事細かに明示するというのは、

それは、いわば不可能な状態。それを避けるために、国としてはこういった別表第２をつくった

わけですから、この別表第２に基づいて、我々は当然処理をするということになろうかと思いま

す。 

 一つの事例を申し上げれば、後期高齢者の方が医療にかかっておられて、介護保険施設を利用

されておられる場合には、高額合算が発生するんですけれども、両方合算すると、ある一定の金

額以上のものが償還で返ってくるという制度がございます。 

 こういう場合に、両方がマイナンバーを突合させることで給付エラーを防いだり、それから、
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不正受給、二重支払いというものを防いだりとか、さまざまなことが考えられるわけなんですが、

そういった本当に細かい事務提要にまで至るものを国としてはお示しをすることができないので、

こういった事務については、マイナンバーを扱う人は、これが特定個人情報になります、こうい

った事務になりますということを明示したということでございますから、他の市町村がどうかわ

からないですけれども、そこまで特定できるということはまず現実的には不可能だろうというふ

うに思いますので、この別表第２を我々としては参考にしながら日常的な事務をするということ

になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  それでは、今の第４条第２項の処理するために必要な限度で利用

をするということでありますが、この必要な限度というものは具体的には、もう少しわかりやす

い言葉で、必要な限度について、どういうことかを説明を願います。 

○議長（安永 友行君）  宮本保健福祉課長。 

○保健福祉課長（宮本 泰宏君）  お答えします。 

 例えば、これは税務住民課であっても、建設水道課であっても、そういうことが将来的には発

生することがあろうかと思います。 

 私どものことを申し上げれば、一つの事例としてお聞きをいただいたらと思うんですが、ある

方が災害なりを受けたり、それから、生活を困窮する状態になったと、その場合には所得証明を

つけて介護保険料の減免をすることができるわけなんですけども、その所得証明を自分でとって

介護保険料の減免申請をしなくても、この所得証明をマイナンバーの共通管理によって我々のほ

うが検索をして、所得証明を税務住民課が入手をして、要はその部分は職権になるわけです、御

本人の了解をいただくわけですから。で処理をすることによって、御本人さんは申請もしなくて

もいいし、所得証明もとらなくていい、そこで費用負担も発生しないということが出てきます。 

 そういう申し出があった場合には、そういう作業を我々ができるわけですから、一般的にはこ

のマイナンバーというのは、そういうふうなこともできますよということの事例として今お示し

をさせていただきましたので、今はそういったことの事務を言いましたけれども、今からどうい

う事務を想定されるかというのは、それは私も全てのものを把握しておりませんのでわかりませ

んけれども、一つの事例としてそういうことはあろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  条例とは外れておりますけれどもよろしいでしょうか。町内でマ

イナンバーの郵送が我が家にも届きましたけれども、新聞とかテレビでいろいろトラブルがあっ
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たりとか、私も近所のことで、うちのマイナンバーが届いて、おばちゃんとこ行って「届いた

よ」と、「うちのは来ん」と、「赤い札が残っちゃおらんか」とかというて、私も留守なんで赤

い札が郵便局から残っとったんですが、その家のは、赤いのもないが、それも来てないという話

があったんですが、条例の改正とは、利用者はほとんど関係ないですが、その辺の配達に関する

トラブルとかなんとかというのは町のほうに届いておられるのかどうか、その辺を、マイナン

バーのことでお伺いしたいんです。よろしければ返事をお願いします。 

○議長（安永 友行君）  関連ですが、齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  マイナンバーにつきましては、１１月の後半から、ほぼ１１月

いっぱいのとこで全戸に郵便局を通して配られたということで、世帯主さん等がそこにいない場

合には、先ほど言われたようなピンク色のカードを残して、それを郵便局が約１週間管理しまし

て、それを全て役場のほうに返してきたということで、郵便局から特に問題があったという部分

は聞いておりませんが、３００通弱、きょうの新聞では、吉賀町は２９０何通かの部分が本人に

渡らずに役場のほうに返ってきているという状況で、既にそういうピンク色の用紙等を持って交

換に来られる方も結構おられます。 

 これについては、また町のほうからそういった動きのないものについては、郵送にて個人宛て

にそういったものが届いていますという通知はしたいというふうに思っておりますので、いろん

な方がおられます。 

 届いていないという方が既に、ずっとおられる人だったら多分届いていないということはない

と思われるんですが、新たに転入されたり、転出されたりという方には行かない可能性があった

りしますので、議員がおっしゃいます方がどういう境遇の方かというのはわからないですが、と

りあえず住民票に記載のある方については全ての世帯主に１回郵便局のほうから、１０月５日に

住基にある方についてはアクションがあったというふうに私のほうは認識をしておりまして、返

ってきておりますので、仮に赤い紙等が、紛失された方についても、これこれでうちにマイナン

バー通知カードが返っておりますという通知は近いうちに出したいというふうに考えているとこ

ろです。 

○議長（安永 友行君）  ５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  今、課長が言われたように、郵便局が置いた紙もない、それから、

本人ももらったという、ちょっと認知があって意識がないんですけれども、その辺、役場のほう

に行ったら、その方の名前を言ったら、戻っているということがわかりますか。 

 郵便局に行った場合に、そこまで把握していないという返事があった。私がかわりに行ってみ

たんですが、郵便局ではわからない、そこまで調査するのは難しいという話があったもので、そ

れでここで。 
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○議長（安永 友行君）  齋藤課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  いろいろなそういった部分については、いろんなパターンが考

えられますので、窓口のほうに来ていただいて、担当のほうと協議していただいたらというふう

に思っております。 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  この条例ですけども、情報漏えい等のセキュリティーのことにつ

いて、この条例なり、それ以前の出されたものの中にもたしかなかったというふうに記憶をして

おりますが、そういうセキュリティー対策について、この条例の中に入れないのか、また、今後

の予定はどのようになっているのかお聞きをいたします。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えいたします。 

 セキュリティー対策というのは、法律に基づく分はそのとおり、もちろん市町村においてもそ

のことは適用になりますし、あとはコンピューター等のセキュリティー、そういったとこもあろ

うかと思います。これについては町の電算のほうのセキュリティーポリシーというのがあるんで

すけども、そちらのほうの今、改正を行っているところでございまして、そういったところでの

今、対応を考えておるとこでございます。 

○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  今、セキュリティーポリシーと言われたと思うんですが、そっち

のほうでということです。 

 個人番号を扱うのは、職員が扱うことになると思います。いろんなデータ等の入力においても、

この個人番号を同時に入力をすることになると思いますが、その扱う職員に対して必要な教育な

り、また、責任者の、責任を持つべき人はどうであるかということについてもどのように今なっ

ているのかわからないので、この点についてお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えします。 

 この番号法に係る職員の研修については、今２回実施をしておりますけども、事個別にやって

おりませんので、個別の事務に対してどうとか、あるいは今の責任者がどうとか、そういったこ

とはやっておりませんので、その辺についてはまた今後検討をしていきたいというふうに思って

おりますが、現在のところは職員対象の研修を２回やっておるとこでございます。 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですので、日程第１１、議案第１０８号行政手続におけ
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る特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例

の制定について及び日程第１２、議案第１０９号行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についての質疑は保

留しておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１３．議案第１１０号 

○議長（安永 友行君）  日程第１３、議案第１１０号吉賀町税条例等の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議題となりました議案第１１０号でございます。吉賀町税条

例等の一部を改正する条例の制定について。吉賀町税条例等の一部を改正する条例を制定したい

ので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定に基づき、議会の議決を求

める。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 これにつきましては、納税者の税負担を軽減するということで上級法等が設定されております

けれど、明年４月１日から施行されます税制改正に基づきまして町条例を改正しなければならな

くなったということで、御提案を申し上げるものでございます。 

 詳細につきましては税務住民課長のほうから御説明を申し上げますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  失礼します。吉賀町税条例等の一部を改正する条例の制定につ

いての詳細説明をさせていただきます。 

 参考資料等は、７ページから新旧対照表を載せておるとこです。 

 大きな第１条の改正であります。これは、先ほど町長も申しましたが、平成２６年度、昨年度

の税制改正、税法改正によりまして、納税者の負担の軽減を図るとともに、早期かつ的確な履行

を確保する観点から、国税の猶予制度において見直しが図られたところであります。 

 地方税の猶予制度につきましては、１年おくれでありますが平成２７年度の税制改正の中で見

直しを図っていくということでありまして、平成２８年４月１日からの施行に伴いまして、今回

の条例改正をするということであります。 

 第８条の改正でありますが、これが徴収猶予の申請手続についての規定がしております。申請

手続をどういうふうにするかといったところであります。 

 第９条につきましては、徴収猶予の手続についての規定ということで、どういう書類とか、ど

ういう金額とか、そういった細々したことが書かれているところであります。 
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 第１０条につきましては、職権による換価の猶予の手続について。換価といいますのは、差し

押さえ等をした物件等をお金にかえるといいますか、うちではインターネット公売とか、先般、

益田で共同で公売会等も行われたとこですが、そういったところに差し押さえた物件を出してお

金にかえると、そういったことが換価ということですが、これについての猶予、徴収の猶予とそ

の猶予があるということであります。 

 それから、第１１条については、申請、それを申請のよって猶予手続規定したというとこであ

ります。 

 第１２条につきましては、担保を徴する必要がない場合の規定を明記したということでありま

す。 

 これらの猶予ですが、従来から滞納者に対して個別に誓約書等を出していただいて、ずっとそ

ういう本人との話し合いの結果を残した、そういった部分があります。 

 その辺がどこの市町村、税務署等もそういうようなことをしてきたわけですが、この部分につ

いて法律で明確化しまして、１年間なんですが、１年間について猶予を設け、また、まだ厳しい

方については再度もう１年、最高でも２年ということになるんですが、その間にそういった滞納

の部分について履行なり執行停止なり、そういった部分をしなさいという部分が明確化されたと、

そういう改正が今回の改正であります。 

 第２条の改正でありますが、これについては、平成２７年９月３０日付でやった地方税法の施

行規則に伴う改正ということで、これは、ことし５月に臨時議会において議会の皆様に専決承認

をいただいた条例の中の一部改正ということでありまして、これについては、マイナンバー制度

に伴う法人番号を明確に記したという部分でありまして、制度、内容の変更はありませんので、

説明等は割愛させていただきたいと思っております。 

 以上、簡単ですが、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  今の徴収の猶予、また、換価の猶予等、明確化されたということ

でお聞きをいたしました。この徴収の猶予をする期間については、延滞税等は発生をしないとい

うふうに認識をしておりますが、それで間違いないかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  徴収猶予ですので、一応固定資産税についても住民税について

も４期で払っていただくようになっています。軽自動車税では１期ですが、これについてはやは

り納期限は変えられませんので、それぞれに督促手数料もつきますし、延滞税もついてくるとい

うことと思います。 
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○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  徴収猶予なり、また、分割納入等をするときに、徴収の猶予をし

た場合に延滞税はかかるという答弁だと思いますが、それで間違いはありませんか。 

○議長（安永 友行君）  齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  私の認識では、今まで誓約をしても延滞税はかかっておりまし

たので、それで、換価といますか、差し押さえをした場合には延滞税の率が下がったりする仕組

みがあるわけですが、その辺は制度としては変わっていないというように私は認識しておりまし

て、そこまで十分確認をしていないんですが、私の頭の中では延滞税等は当然かかるというよう

な認識をしておりましたので、この辺については確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  確認をしていただきたいと思います。 

 それと、分割納入の方法でるる記載をされているわけですけども、通常、固定資産税等年に

４回の分割をされていますが、これをさらに１０分割とかいう形でのものもこの中ではできるよ

うになるということでよいかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  齋藤税務住民課長。 

○税務住民課長（齋藤 明久君）  猶予に足り得る理由とか、そういった部分がありましたら、そ

ういった４回の部分が１２回とかに分割するということであります。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  ないようですので、これで質疑は保留をしておきます。日程第１３、議

案第１１０号吉賀町税条例等の一部を改正する条例の制定についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１４．議案第１１１号 

日程第１５．議案第１１２号 

○議長（安永 友行君）  日程第１４、議案第１１１号吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関

する条例の一部を改正する条例について及び日程第１５、議案第１１２号吉賀町職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例についてを一括議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１１１号と１１２号を一括提案させていただきます。 

 議案第１１１号吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１７年吉賀町条例第２６号）の

一部を別紙のとおり改正する。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 
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 これにつきましては、上級法の改正に伴いまして一部改正をする必要が出たものでございます。 

 続きまして、１１２号でございます。吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例について。吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成１７年吉賀町条例第

２７号）の一部を別紙のとおり改正する。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 これにつきましても上級法が改正され、一部改正するというものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長のほうから御説明申し上げますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  それでは、議案第１１１号と１１２号の詳細説明をさせていただき

ます。 

 まず、１１１号のほうから説明しますが、参考資料の１６ページをお開きをいただきたいと思

います。 

 ２つの議案、１１１、１１２号、共通するところなんですけども、今回は地方公務員法及び地

方独立行政法人の一部を改正する法律、これの施行期日を定める政令がことしの９月２日に公布

をされまして、平成２８年４月１日から施行されるということに伴う条例改正でございます。こ

れに関係するのがその２つの条例ということでございます。 

 １１１号のほうですけども、吉賀町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正で

す。 

 第２条のところですけども、第２号に「職員の人事評価の状況」、これを新たに挿入するもの

でございます。したがいまして、現行の第２号から第５号までを１号ずつ繰り下げて、第７号に

「職員の退職管理の状況」、これを新たに挿入をいたします。それに伴いまして、現行の第６号

から第１１号までを２号ずつ繰り下げて、なおかつ第６号中の「及び勤務成績の評定」を削除し

て、現行の第１０号の「不服申し立て」を「審査請求」に改めるというものでございます。 

 続きまして、第１１２号ですけども、吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

です。 

 第１条につきましては、地方公務員法の改正によりまして、第２４条の第６項を２４条の第

５項に条項ずれが生じたことにより改めるものでございます。 

 それから、第１２条の第１項第３号の中の法律の名称ですけども、「公庫の予算及び決算に関

する法律」、これを「沖縄振興開発金融公庫の予算及び決算に関する法律」、法律の名称が変わ

ったことによる修正でございます。 

 以上で、詳細説明を終わります。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、詳細説明が終わりました。 
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 これより質疑を許します。質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  今、議案第１１１号で、任命権者の報告の中に、第７号のとこに

「職員の退職管理の状況」というのを加えるということですが、これまでは退職管理の状況につ

いては、運営の状況というのは報告をされていなかったというわけではないというふうに思いま

すが、どういうふうにされていたのかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えいたします。 

 特に条例のほうでも規定もなかったんですが、国のほうでも特にそういった法律に定めた規定

はなかったんですけども、県あたりでは退職後どこに就職をされたとか、そういった状況も報道

発表等はされておりましたけども、それが条例に基づくものではなかったということですが、今

後はそういったことが条例に基づいて報告をしなきゃいけないということになるということでご

ざいます。町においては実施しておりません。 

○議長（安永 友行君）  質疑はありませんか、ほかに。──ありませんか。──よろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第１４、議案第１１１号吉賀町人事行政

の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について及び日程第１５、議案第

１１２号吉賀町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例についての質疑は保

留しておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．議案第１１３号 

日程第１７．議案第１１４号 

○議長（安永 友行君）  日程第１６、議案第１１３号吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公

務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について及び日程第１７、議案第１１４号吉賀

町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についてを一括議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１１３号と１１４号を一括で提案させていただきます。 

 議案第１１３号吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を

改正する条例について。吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

（平成１７年吉賀町条例第３４号）の一部を別紙のとおり改正する。平成２７年１２月１１日提

出。吉賀町長。 

 続きまして、１１４号でございます。議案第１１４号吉賀町消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例について。吉賀町消防団員等公務災害補償条例（平成１７年吉賀町条例第
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１８９号）の一部を別紙のとおり改正する。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 これにつきましては、年金の一元化等によりまして上級法が変わりますので、条例を改正する

ということが生じたものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長のほうから御説明を申し上げます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  それでは、議案第１１３号と１１４号の詳細説明を行います。 

 今回の改正につきましては、地方公務員法、地方公務員等共済組合法施行令等の一部を改正す

る等の政令及び経過措置に関する政令が、ことしの９月３０日に公布をされました。これにより、

被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律、先ほど町長が

言いましたように年金一元化法ともいいますけども、この法律の一部の規定が本年１０月１日か

ら施行されることに伴うものでございます。 

 この法律の改正によって、吉賀町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条

例、それから、第１１４号の吉賀町消防団員等公務災害補償条例の一部改正の必要が生じたとい

うことでございます。 

 まず、１１３号の改正ですけど、改正内容はどちらも一緒なんですけども、参考資料の

１８ページのところから新旧表がついております。参考の２、ごらんをいただきたいと思います

けども、条例の附則の改正でございます。 

 第５条の中の別表の改正なんですが、この第５条につきましては、厚生年金保険法等の他の法

令による年金等の給付との調整について規定をされておるものでございます。これの第１項で、

年金支給の調整について定めており、第２項では休業補償の調整について定められております。 

 今回の年金一元化法の施行によりまして、共済年金が厚生年金に統合されることに伴いまして、

旧共済組合員期間を有する者が一元化法の施行日、ことしの１０月１日以降に新規算定される場

合は原則として厚生年金が支給されることとなるために、今回の条例附則第５条の改正を行うと

いうものでございます。 

 障害共済年金と遺族年金につきましては、追加費用の対象期間のある共済年金については、厚

生年金としての調整の対象とします。 

 また、警察職員とか消防職員等の内容が特殊な職員が勤務に従事した場合、そういったときに

は調整の対象とならないように加算額を考慮した調整率を新たに規定するための改正でございま

す。それが別表の改正の中身でございます。 

 それから、附則のところですけども、改正条例の附則については、施行期日について第１項に

定めております。 

 経過措置について第２項と第３項のほうに定めております。第２項については、施行日以前に
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施行すべき事由が生じた施行日以前の期間にかかる年金、休業補償については、従前の例として、

公務、もしくは通勤による障害の初診日が施行日前で、認定日が施行日以後である場合には、障

害補償年金を支給されるときには、当分の間この改正条例の適用はしないというものでございま

す。 

 第４項については、適用日と条例日の施行日までの前日までの間に支給された年金補償、ある

いは休業補償等があれば、改正後の補償額の内払いというほうにするという内容でございます。 

 １１４号の消防団の公務災害補償条例についても改正の中身は同様でございます。 

 以上で、詳細説明を終わります。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第１６、議案第１１３号吉賀町議会の議員そ

の他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について及び日程第１７、

議案第１１４号吉賀町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例についての質疑は保留

をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第１１５号 

○議長（安永 友行君）  日程第１８、議案第１１５号吉賀町地域間交流拠点施設条例の全部を改

正する条例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１１５号吉賀町地域間交流拠点施設条例の全部を改正

する条例について。吉賀町地域間交流拠点施設条例（平成１７年吉賀町条例第１６２号）の全部

を別紙のとおり改正する。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 これにつきましては、この施設に関する条例につきまして全部を改正するということで、均衡

を図るということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 これにつきましては、柿木地域振興室長のほうから御説明を申し上げます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。三浦柿木地域振興室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  それでは、議案第１１５号の詳細説明をさせていただきま

す。 

 今回全部改正するにつきましては先ほど町長からもありましたけれども、この現行条例の中に

指定管理手続等に関する事項が含まれております。これは、公の施設の指定管理者の指定手続等

に関する条例や地方自治法などに規定されているもので、これを削除するものです。 
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 他の施設条例は指定管理手続条例と整合をとり、また、制定をされております。議案の施設条

例について、他の施設条例の体裁に合わせてこのたび整理して整備するものであります。 

 参考資料の３４ページに新旧対照表を載せてあります。この表につきましては、全部改正なの

で条項が現行と改正案で対応していなくてばらばらでありますので、記載につきましては現行の

条項の順番に記載をしております。改正案の条項との整合がとりづらいと思いますけれども、御

容赦ください。 

 それでは、まず第１条設置のところで、改正案では、「構想の理念を継承し」というところと

「吉賀町」という文言を加えております。 

 第２条の後に新設ということで、改正案では第３条施設の内容を記載をしております。 

 第３条指定管理者による管理、第４条指定管理者が行う業務につきましては、改正案のほうで

は第１２条として指定管理者による管理ということで、１項、２項、３項というふうに記載して

おります。これにつきましては、他の施設条例の要領に沿って合わせておるということです。 

 ３５ページの第５条委託料の支払い、それから、６条、７条、８条、次のページの９条、

１０条及び次のページ、３７ページの第１１条につきましては削除します。先ほどありましたが、

公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例などとの関係で整理するものです。 

 第１２条開館時間につきましては、改正案では第１７条利用時間ということで、これにつきま

しては、利用時間につきまして時間を記載したもの、その他書きぶりにつきましては、他の施設

条例の要領に沿ったものにしております。 

 続いて、第１３条休館日につきましては、改正案では第１６条です。これも他の施設条例の要

領に合わせております。 

 第１４条利用の許可、次のページの第１５条利用の制限、この項目につきましては、改正案で

は３７ページの下ですが、第４条利用の許可、３８ページの第５条利用の制限、その下の第８条

利用許可の取り消し等というところで移しておりますけれども、これにつきましても他の施設条

例の要領に合わせたものであります。 

 ３９ページに新設とありますが、改正案では第７条特別の設備等の制限ということで新たに設

けますけれども、これも他の施設条例の要領に倣っております。 

 第１６条利用権の譲渡等の禁止は、改正案では第６条、第１７条原状回復義務、改正案では第

２０条、これにつきましても他の施設条例の要領に倣って改正をしたいということです。 

 それから、４０ページの新設が３つありますが、第９条使用料、第１０条使用料の減免、第

１１条使用料の還付ということを新たに加えますけれども、これは町が受け入れるものについて

は「使用料」という名称で地方自治法にありますので、この条項を新たに設けました。 

 続いて、現行の第１８条の利用料金の納入と、次の４１ページの第１９条利用料金の収入につ
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きましては、改正案では第１３条利用料金という１条で改正をしたいということです。これにつ

きましても他の施設条例の要領に倣っております。 

 第２０条利用料金の減免は、改正案では第１４条、これも他の施設の条例の要領と一緒にして

おります。２１条の利用料金の不還付につきましては、改正案では第１５条利用料金の還付。第

２２条損害賠償義務は、改正案では第１８条、第２３条秘密保持義務につきましては、改正案で

は第１９条としております。 

 ４２ページ、次のページの第２４条委任につきましては、改正案では第２１条でありますが、

これも全て他の施設条例の要領に倣っております。あとは附則が今回の条例に関しての附則をつ

けております。 

 以上、詳細の説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の詳細説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。８番、藤升議員。 

○議員（８番 藤升 正夫君）  新しいほうでお聞きをします。第１７条に「施設の利用時間は午

前９時から午後５時半までとする」ということでなっておりまして、もともとの分、現状でいき

ますと、開館時間ということで第１２条に「終日とする」ということでうたわれておりますが、

現状における今、開館、いわゆる開いている時間は何時から何時の間で、通常の日ですが開かれ

ているのかお聞きをします。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  お答えします。現在の現状の開館時間ですけれども、町長

の承認を得て設定しておりますが、午前１０時から午後５時３０分までとなっております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  この吉賀町地域交流拠点施設条例ということで、エコビレッジ構

想というのがあるわけでございますが、改正の内容もいろいろ私も、中身を見ると、改正前は第

６条の「指定管理者５年」とありますが、これも消されております。後から出てくる指定管理、

これが３年でできておるというようなことで、これはなぜ５年というのが消えたかとか、それか

ら、改定前に１８条の「利用料金別表」とありますけれども、新規のものには別表はないという

ようなことがございます。 

 私が、この内容もなんですが、この施設条例というものが必要なのかどうなのかということが

根本なんですけど、私がなぜこんなことを言うかというと、交流施設が、町内に公民館が蔵木、

六日市、朝倉、七日市、柿木というふうにあるわけですが、先般も新聞折り込みに「エコビレッ

ジかきのきむら通信」というこんなチラシが入ってきておったわけですが、これと町の広報が出
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ますけれども、それには公民館活動等がいろいろ出ておるわけですが、内容がほとんど、ここに

エコ日誌というのが載っておるわけですが、公民館活動と、エコビレッジのこの通信というのは

内容的にはほとんど活動が一緒じゃないかと思うんです。 

 この条例の後に出てくる指定管理のものについて、年間１,５００万円近くの予算がついてお

るわけですが、実際にこの「エコビレッジかきのきむら」というものが本当に必要かどうかとい

うところの私が議論が必要じゃないんかなというふうな気がするわけですが、改正以前の問題で、

この施設と公民館との違い、ここの理念というのもここに書いてありますし、それから、公民館

の目的というのが社会教育法の第２０条というとこにあるんですが、内容的には若干違うとるわ

けですが、だから今、私が言うように、この通信とか町広報なんかを見て、内容的にはほとんど

一緒だということで、再考の余地があるんじゃなかろうかと思いますが、その辺はいかがでしょ

うか。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  お答えします。 

 まず、条例の削除をしたところで、５年というのを削除しているというところですけれども、

指定管理の手続に関する条例で期間とか定めるわけですけれども、それとの整合性がありますの

で、今回これを削除して、通則条例の指定管理の条例のほうで年限は決定して、それによって募

集をするということにしております。 

 それから、別表についてですが、別表は議案のほう一番最後についておると思うんですけれど

も、参考資料ではなくて、議案の改正条例の最後のところに、全部改正ですので、全部載ってお

ると思います。 

 それから、公民館事業との違いはどうかということなんですけれども、公民館事業、例えばエ

コバックづくりの講習とか、トレッキングとかあると思いますけれども、募集の対象が町内、町

外、県内、県外とか、そういう範囲も違いますし、交流事業、体験ツアーなど、島根県の例えば

田舎ツーリズム推進協議会などにも参加して、冊子などによって広く募集して事業をしたりして

おりますので、その違いはあると思います。 

 また、公民館事業であるような事業につきましても行っておりますけれども、公民館が全てで

きる、全く同じ事業というのはやっていないと思いますので、その辺は連携して、こちらのほう

でできるものはこちらでやるというふうな形でやっていると思いますので、全てが、エコビレッ

ジの活動が公民館事業でやるというのは、そういう認識は持っておりません。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  公民館の、同じことはやってないと今言われましたけれども、こ
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の通信なんかを見ますと、そろばん教室とかいろんな教室、習字教室とか、いろんなことを、先

月のこれは通信ですけど、実際には六日市の公民館でもどこの公民館でもやっておられるという

ふうに私は見ておりますが、わざわざこれだけの施設に、先ほども言いましたように同じような

ことをするんであれば、公民館に統一して、指定管理というような制度自体が私は必要ないと思

うんで、そこはどう、いかがかということなんです。 

 それと、手づくり自治区というのも当然この前出ましたけれども、手づくり自治区とこのエコ

ビレッジのかかわりというものはどういうふうになってくるのか、その辺いかがでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  お答えします。 

 そろばん教室とか習字教室ですとか、この辺につきましては、公民館を会場でやってもいいか

もしれませんけれども、これは、この施設の事業ということではなくて、いわゆる貸館事業、教

室をやるのは何とか教室とか何とか先生というのがやられると思うんですけれども、それに施設

を貸して使用料をもらっているというような形でやっております。 

 それから、今後、今のこの施設についてどうかということですけれども、今後、指定管理、こ

の後、議案でも出てきますけれども、その管理も検証、検討などはしていきたいと考えておりま

す。 

 それから、手づくり自治区との関係がどうなっているかということなんですけれども、エコビ

レッジのほうには法人として手づくり自治区の中で担える役割もあるのではないかという話はし

てはおりますけれども、今、自治区が動いて部会をつくって、部会の構成を勧誘したりとか、集

めたりして活動を始めておりますが、まだそのところ、関係のというところは今のところは見て

ませんけれども、法人としての役割が担えるのではないかとは考えております。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  まだ質疑はあるかと思いますが、本案については条例の全部を改正する

案でございます。その辺も含めてお願いいたしたいと思いますが、ここで１０分間休憩します。 

午前11時20分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時30分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

 議案第１１５号についての質疑の途中で休憩をいたしましたので、質疑を続行します。質疑は

ありませんか。──ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第１８、議案第１１５号吉賀町地域間交
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流拠点施設条例の全部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第１１６号 

○議長（安永 友行君）  日程第１９、議案第１１６号吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者の

指定についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、１１５号の関連でございます。１１６号でございます。吉賀

町地域間交流拠点施設の指定管理者の指定について。吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者の

指定をすることについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２、第６項の規

定により議会の議決を求める。平成２７年１２月１１日提出。吉賀町長。 

 １、指定管理を行わせようとする公の施設の名称、吉賀町地域間交流拠点施設、２、指定管理

者となる団体の名称、住所、吉賀町柿木村柿木５３９の２、名称、特定非営利活動法人エコビレ

ッジかきのきむら、代表者名、理事長井川保、３、指定の期間、平成２８年４月１日から平成

３１年３月３１日まででございます。 

 詳細につきましては、総務課長のほうから説明を申し上げますので、よろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長のほうからの詳細説明を求めます。赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  それでは、議案第１１６号吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者

の指定について詳細説明行います。参考資料の４３ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、指定管理に当たりましては、他の施設と同様に庁舎内の検討委員会において基本的な事

項を協議をして、選定委員会の協議を経て公募を行い、応募のあった団体から選定委員会で候補

者を決定するという流れについてまず確認をしながらやったとこでございます。 

 それに基づいて、公募期間につきましては平成２７年１０月１日から１０月３０日まで、現地

説明会については１０月の１９日、１団体の参加がありました。その結果、応募団体が１団体と

いうことでございます。 

 選定委員会の開催状況は、そこに記載のとおりで９月２５日と１１月の２０日、２回を開催し

たとこでございます。その選定委員会におきまして、応募資格、あるいは財務状況等の書類審査

と面接審査を実施したとこでございます。その選定の結果、吉賀町地域間交流拠点施設の役割機

能を果たしていく上で適当と判断をしたとこでございます。 

 指定管理料の提示額は、３年間で１,３９１万２,５６０円、特定非営利活動法人エコビレッジ

かきのきむらを指定管理者の候補者として選定したとこでございます。採点結果につきましては、

７００点満点中４７５点でございます。リスク分担表につきましては、４４ページに記載のとお

りでございます。 
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 以上で、詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。２番、大多和議員。 

○議員（２番 大多和安一君）  指定管理の選定経過で、採点結果が７００満点中４７５点という

ことで、１００点満点に換算すれば６７.８５、それくらいになると思うんですが、逆に言えば

悪いところというんですか、そういうところを今後、指定管理の間に直せとか、そういうような

指導とかいうようなことはされるんですか、その辺をお聞きしたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  赤松課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えいたします。 

 採点の結果で悪いところを直すといったようなことは特には考えていないんですけども、やら

れる事業の中で、基本的には指定管理をお任せするということであれば、そこの自主性な判断に

なると思いますけども、何かの場合によっては町のほうから指導することはあろうかと思います。

ただ、点数の結果をどうとかいうことは、それに基づく指導というのは特には考えておりません。 

○議長（安永 友行君）  ７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  今の関連してですが、指導がないということですが、前の条例の

設置のところで、目的といいますか、新産業の創出とかいろんな機能というか理念があると思う

んですが、それに沿った提案とかされていると思うんですが、もしそれに沿っていなかったら指

導とか行うべきじゃないかと思うんですが、その辺はどうお考えでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  お答えします。 

 指導とか指示ということですけれども、これは地方自治法のほうに公の施設の設置管理につい

て規定しておりまして、管理する施設の管理が適正でない場合には、業務や経理の状況に関し報

告を求めて、調査して必要な指示をするということが法律のほうにはうたっております。 

 目的外な業務をやっておれば、そういう調査をしたり、必要な指示をしたりすることは考えら

れますけれども、そういうことが起これば趣旨に合わない管理、業務を行う場合があれば、そう

いうことはあるかと思います。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  これは指定管理を受けられて１０年以上たっておると思うんです

が、これまでに新産業の創出とかいろいろな活動をされた結果、どういう事業があったかという

のを示してほしいんですが。 

 それと、先ほどもありましたが、指定管理が、ほかの施設は５年で、ここが３年ということは、
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もう一度明確にというか、その辺の、どういう理由で３年になったかと、長期的に事業を計画的

に遂行する場合には、やはり３年とか５年とか長いほうがいい場合もあるかもしれませんし、そ

の辺がどういう理由でというのを説明してほしいと思います。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  済みません。３年というところにつきましては、私のほう

から説明できないんですけど、新産業の育成についてどんな実績かということだろうと思うんで

すが、地域資源を利用した新産業創出や次世代の育成という目標があります。 

 なかなか新産業の育成というのは行政においても難しい課題ではあると考えておりますが、現

在のところ、木の駅プロジェクトというのを創設して実施をしておるところでありますが、これ

をさらに発展したいというふうな考えを持っているところです。 

 ＮＰＯ法人のほうも木の駅プロジェクトについては、林業をもっと推し進める必要があるとい

う認識は持っておられるようでございます。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  期間の３年のことについてお答えをしたいと思います。 

 大きな理由は、現在、吉賀町のほうでは９１施設を指定管理者の施設として今運用をしておる

んですけども、その中の８７施設が３年後に終期を迎えます。今後はこれにそろえていきたいと、

全ての施設をここにそろえていきたいということが大きな理由でございます。 

 それから、もう１点、庁内の検討委員会で出たのは、やはり、このエコビレッジ構想自体を検

証しなきゃいけないんではないかと、これは町の責務として、その辺がありました。これを検証

するにしても、やはり１年ないし相当な期間を要すると思われますので、それをまとめた上で次

回でこの指定管理の中でそのエコビレッジ構想の検証した結果を反映していくのにもその３年と

いう期間でいいんじゃないかということで、この３年を設定させていただいたとこでございます。 

○議長（安永 友行君）  ７番、河村隆行議員。 

○議員（７番 河村 隆行君）  私が思うのは、今も飲食の方が入っておると思うんですが、柿木

地区にはああいう食事を提供する場所がかなりふえました。有機野菜を使って特色のある食材で

いろんな呼び込みをされております。それで、生産者の方から野菜が足らんのじゃとか、うれし

いような悲鳴も聞かれております。 

 先ほどから私がそういう質問をしますのは、せっかくこういう施設があって、こういう条例が

あって、飲食店なんかも入られておられますので、これをますます力を入れて、吉賀町のブラン

ド米とか、いろんなのをもう少し引っ張り出すというか、そういう事業も一緒にあわせて行った

ら、この施設がこれまで以上に賑わってくるんではないかと、また、それが吉賀町の宣伝、また、
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食材のブランド化とか、いろんなことにつながってくるので、拠点施設ですので、そういう考え

方を盛り込んでいかれたらどうかということで、面接審査の中の申請団体からの提案説明という

ところで、どういう提案があったかというのと、ちょっと気になりましたもので、そういう町と

しての指導も、産業課、しっかりやっていくべきじゃないかと思っておりますが、いかがでしょ

う。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  この施設につきましては、先ほど中田議員からの質問がありましたけれ

ど、私も２年前ぐらいにそういった関係、利用が重複しておるんじゃないかというようなことが

ありましたので、ずっと今のエコビレッジ通信、出るたびに持っておるわけでございます。 

 そうした中で、先般、質問の中で、いわゆるあそこができたら直営でやりたいというような御

答弁をさせていただいたんですけれど、１０年も放っておいたという行政がある程度問題もある

んですけれど、内容的に地域間交流と言いながら交流する事業が少ないということで、直営でど

うなんかといったら、やはり現場はなかなか対応しきれないというような中で、先ほどから出て

おりますけれど、交流事業を進めなさいというような指導をしていただきまして、そういったも

のを項目を入れて、そういった事業が行われないんであれば契約を解除するという項目が入って

おりますので、そういった事業を今後見守りたいというように思っておりますけれど。 

 この指定管理料というのが施設を管理するお金でございますので、人件費が主でございます。

といったことで、事業に対する経費というのがほとんどないので、ただ、この２人の人件費でど

ういうことをやっているかというと、先ほど出たような問題がありますので、２８年度について

は県の、先ほど室長が言ったような事業も取り入れたりしながら交流事業をするということでご

ざいますので、私どもとすればもう少し様子を見てはっきりさせたほうがいいんじゃないかなと

いうように思うんで、指導を全くしていないわけじゃなしに、しておるところでございます。 

 ああして、先ほど木の駅プロジェクトも出たんですけど、これもなかなか、あそこの事務局を

持ってもらっておるわけで、事業をしておるわけでないんで、どうしても事務費を払って事務を

やっていただく程度でございますので、なかなかそのほうでの活動というのは難しいかと思いま

すけれど、やはりこういった活動をするんだというんであれば、それだけの事業費もやはりつけ

る必要があるのかなというように思いますし、今、お二人いらっしゃる方が事務的に今のままで

いいのかどうなのかということもまたこの３カ年で、３カ年もということもあるかもわかりませ

んけれど、契約、どうにか、交流事業をやらないのであれば契約解除ができるという条項もあり

ますので、見守っていきたいということでございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。４番、桜下議員。 

○議員（４番 桜下 善博君）  今、先ほど町長が非常に大事な答弁をされたんですが、３年が決
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まったということなんですが、３年後にまたこういう選定の時期が来たときに、費用対効果もあ

ると思うんですが、このエコビレッジは町で直営でやりたいということを町のほうで打ち出すと、

それは可能ということでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  公の施設につきましては、自治法におきまして直轄でやるか指定管理に

しさないということがうたいますので、二者択一、どちらかでやるということにはなるかという

ように思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかに。５番、中田議員。 

○議員（５番 中田  元君）  今、町長の言葉の中で、今の指定管理料が、私、先ほども言いま

したけれども、１,３９１万２,０００円ということで、年間４６０何万円のほとんどが人件費と

いうようなことを言われました。私がなぜこんなことを言うかというと、公民館等が、館長さん

にしても月に４万円か５万円とかいうような小さいというか、午前中とはいえどもほとんど１日

おられて、わずかな報酬で働いておられるというようなことから、この年間５００万円ばかりの

補助金を、できれば公民館と一緒の事業と一体としたら、どこの公民館も今のような交流事業と

いうのが少ない中で、公民館でも幾らでもできるんではなかろうかというような観点から先ほど

から言っておるわけですが。 

 町長が言われるように、指定管理は解除できるんだよということがありますが、その辺のこと

をしっかり頭に入れておいていただいて、公民館との連携をしっかりやっていただけたらいいと

思いますが、どうでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  公民館とこの施設のあり方というのは別なものだというように認識して

おります。また、議員がおっしゃいますようなことも、あそこにお金を、各公民館少ないんで、

公民館のほうへ分けたらどうなのかという意見も聞かされました。 

 ですけれど、性質的に違うものでありますので、重複する部分はあるかとは思いますけれど、

地域資源を生かしながら交流拡大をしていくんだという部分がありますので、やはり、その理念

というのを整理するということでございますので、そうした整理を見ながら今後の状況を。 

 また、公民館については、議員おっしゃいますようにいろいろ確かに主事、また、館長、こう

いった待遇等についてはいろいろあります。これだけじゃなしに、ほかにもあるわけですけれど、

それはそれとして別に考えていく必要があるんじゃなかろうかというように思っています。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。３番、三浦議員。 

○議員（３番 三浦 浩明君）  指定管理はいいんですが、リスク分担表いうとこで、施設、設備

の損傷いうところがありますが、これは負担者が吉賀町、指定管理者と分かれているわけです。
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経年劣化によるもの、１０万円以下は管理者と、１０万円以上は吉賀町と、こう記載されている

わけなんですが、そもそもこの築何年かいう、４０年前後と思うんですけど、調べてないんでわ

からないんですが、そこから見ると、この建物が今の例えば耐震構造とかちゃんとそういったも

のに合っているか。 

 また、今の現状がいろいろ修繕とかかかっているかもしれないですが、そこら辺がちゃんと管

理ができているのか。 

 例を出しますと、地震等で、建物が古いんで壊れましたと、そういったときにはこの分担表で

いけば町が出しますよと、そういったことになると思うんですが、そうなればかなりの１億円前

後とか２億円とか、そういった金額が出てくるような気もするんですが、今現在のその建物の構

造から見まして、今の状況と、もしいろいろな事故が遭った場合の対応の仕方、結構、築４０年

前後なんでかなり劣化もあると思いますので、その辺をどう考えているかというとこで、この指

定管理、指定管理はいいんですが、その辺が一番気になった点なんですが、どうお考えでしょう

か。 

○議長（安永 友行君）  赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  お答えします。 

 リスク分担表については他の施設も同様なんですけども、確かに経過年数がかなりたっていま

すので、その辺の不安が大きいということあろうかと思いますが、仮に今の地震というとかなり

大損害になるということで、建物自体を使うかどうかというところから判断しなきゃいけないと

思いますし、直してまで使うのかどうか、そういったところも当然判断になると思いますし、ま

た、保険の適用も、その辺もあろうかと思いますので、そういったところも判断しながら総合的

にどこをどう修繕して、あるいはどこをどう使っていくかということはケース・バイ・ケースで、

一概にどうということは言えないんじゃないかと思います。 

 ただ、基本的なところは他の施設と同様に１０万円までは指定管理者のほうでやっていただい

て、１０万円を超えるものは町のほうで見るということですけども、現状はそんなにかかってい

ないんじゃないかと思いますけども──室長、修理費は。 

○議長（安永 友行君）  三浦室長。 

○柿木地域振興室長（三浦 憲司君）  劣化による修繕状況ですけれども、この数年間、構造とい

うか、建物については特にありません。１０年前、改修したときに筋交いを入れておりますので、

それはどの程度の強度かというのはわかりませんけれども、そういう補強はしております。でも、

天井とかそういう板なんかはそのままのを使っておって、塗装の補修という程度をしておるので、

この辺、今後発生するとは予測されます。 

 それで、設備については、去年１件ほど修繕がございました。施設については町の修繕も指定
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管理者での修繕も今のところありません。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ３番、三浦議員。 

○議員（３番 三浦 浩明君）  何となくわかりますが、それじゃ結論として、例えば地震、また

は台風災害等で、その施設の中でいろいろ企画してイベント等をやっていましたと、そのときに

例えば屋根が飛んで天井が落ちた、そういったときに、先ほど補強はしていると言いましたが、

もし人災とか起きた場合に、多分そうなれば行政側、吉賀町側の責任じゃないかと、多分こうな

ってくると思います。 

 そのときは、先ほど補強の関係もそうですけど、補強は筋交いしたはしたでいいですけど、そ

れがちゃんとした基準に合っているかと、そういった問題も当然出てくると思いますし、もしそ

うなった場合はどうされますか。 

○議長（安永 友行君）  中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  災害の場合は保険がかけてありますので、保険適用になるということで

ございます。中にイベントしておってどうこうという部分については、そういったケースが起き

ては困るわけでございますけれど、そういったときも保険対応の部分があるというように考えて

おります。 

 そして、一応大きな災害等で壊れた場合は、いわゆる保険で復旧をして、できるものであれば

いいですけど、それ以上なかなか建てかえといいますか、保険金を、もとにしてまた真水を出し

てということになると、費用対効果といったものを考えながら、また議会の皆様方にお諮りをし

て対処するということになるかというように思っております。 

○議長（安永 友行君）  質疑があるかとは思いますが、保留をしますので、後にしていただくよ

うにしますので、日程第１９、議案第１１６号吉賀町地域間交流拠点施設の指定管理者の指定に

ついての質疑は保留をしておきます。 

 ここで昼休み休憩とします。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き午後の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第１１７号 

○議長（安永 友行君）  日程第２０、議案第１１７号平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号）を議題とします。 
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 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１１７号でございます。 

 平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５０万２,０００を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億８,８９１万７,０００円とする。２項歳入歳出

予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第

１表歳入歳出予算補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入款９繰入金項１他会計繰入金補正前の額が８,４４０万

８,０００円で、補正額が５０万２,０００円、補正後の額が８,４９１万円。 

 歳入の合計でございますけれど、補正前の額が９億８,４４１万５,０００円、補正額が５０万

２,０００円、補正後の額が９億８,８９１万７,０００円でございます。 

 続きまして１ページをお開きいただきまして歳出でございます。 

 款１総務費項１総務管理費、補正前の額が１,６８２万７,０００円、補正額が５０万

２,０００円、補正後の額が１,７３２万９,０００円。 

 款２保険給付費項１療養諸費、これは補正額はゼロでございます。 

 款１０諸支出金項１償還金及び還付加算金、補正前の額が１,８４１万８,０００円、補正額が

５０万円で、補正後の額が１,８９１万８,０００円。 

 款１１予備費項１予備費、補正前の額が１０９万１,０００円、補正額が減額の５０万円、補

正後の額が５９万１,０００円で、歳出の合計が、補正前が９億８,８４１万５,０００円、補正

額が５０万２,０００円、補正後の額が９億８,８９１万７,０００円でございます。 

 ６ページをお開きいただきたいと思っております。 

 歳出の１款総務費１項総務管理費目１一般管理費、補正前の額が１,５１９万３,０００円、補

正額が５０万２,０００円ということで、財源といたしましては一般財源が５０万２,０００円、

節が３の職員手当２６万１,０００円、節の４共済費２４万１,０００円、これにつきましては、

人件費と共済組合の負担金でございます。 

 これからも出ます特別会計共済組合負担金、これにつきましては、年金一元化に伴うことによ

って計算上こうしたものが出てきておるということに聞いております。 
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 ２款保険給付費１項療養諸費項１一般被保険者療養給付費、補正前の額が４億９,９１８万

１,０００円、補正額が、減額の６８３万円、財源内訳でございますけれど、一般財源を

６８３万円減額する。 

 節の１９負担金補助及び交付金、減額の６８３万円でございます。これにつきましては、一般

被保険者療養給付費、これを減額するもので、また、次に出ます退職者等の療養給付金を同額ほ

ど増額するものでございます。 

 目２退職被保険者等療養給付金、補正前の額が２,８３４万５,０００円、補正額が６８３万円、

財源の内訳につきましては、６８３万円、先ほど減額した部分をこれで同額ふやすというもので

ございます。 

 節でございます。１９節負担金補助及び交付金６８３万円、先ほど申し上げました退職被保険

者等療養給付費、これを増額するものでございます。 

 １０款諸支出金１項償還金及び還付加算金目１一般被保険者保険税還付金、補正前の額が

４１万円、補正額が５０万で、補正後の額が９１万円で、財源につきましては一般財源が５０万

円でございます。 

 節２３償還金利子及び割引料が５０万円ということで、一般被保険者保険税還付金として税還

付が５０万円となるものでございます。 

 １１款予備費１項予備費目１予備費、これにつきましては、補正前の額が１０９万１,０００円、

補正額が減額の５０万円、補正後の額５９万１,０００円で、財源は一般財源を減額し諸支出金

といわゆる差し引きといいますか相殺する金額でございます。 

 １ページ前にかえっていただきまして、２歳入款９繰入金１項他会計繰入金目１一般会計繰入

金が、補正前の額が８,４４０万８,０００円、補正額が５０万２,０００円、補正後の額が

８,４９１万円でございます。 

 節の２が職員給与費等の繰入金で５０万２,０００円を繰り入れるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２０、議案第１１７号平成２７年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の質疑は保留しておきます。 
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────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第１１８号 

○議長（安永 友行君）  日程第２１、議案第１１８号平成２７年度吉賀町後期高齢者医療保険事

業特別会計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  続きまして、議案第１１８号平成２７年度吉賀町後期高齢者医療保険事

業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２７年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４万９,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,４７８万１,０００円とする。２項、歳入歳

出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第

１表歳入歳出予算補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款４繰入金項１一般会計繰入金、補正前の額が４,７６３万

８,０００円で補正額が１４万９,０００円、補正後の額が４,７７８万７,０００円で、歳入の合

計が、補正前が９,４６３万２,０００円、補正額が１４万９,０００円、補正後の額が

９,４７８万１,０００円でございます。 

 １ページをお開きいただきまして歳出でございます。 

 款１総務費項１総務管理費、補正前の額が１,０８４万７,０００円、補正額が１４万

９,０００円で、補正後の額が１,０９９万６,０００円で、歳出の合計が、補正前の額が

９,４６３万２,０００円、補正額が１４万９,０００円で、補正後の額が９,４７８万

１,０００円となるものでございます。 

 ６ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出１款総務費１項総務管理費目１一般管理費、補正前の額が１,０８４万７,０００円、補正

額が１４万９,０００円、補正後の額が１,０９９万６,０００円で、財源につきましては一般財

源が１４万９,０００円でございます。 

 節４の共済費で１４万９,０００円、これにつきましては、共済組合の負担金でございます。

先ほど申し上げましたような事情で発生したものでございます。 

 １ページ前にかえっていただきまして、２歳入４款繰入金１項一般会計繰入金目４職員給与費
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等繰入金、補正前の額が８９３万９,０００円、補正額が１４万９,０００円、補正後の額が

９０８万８,０００円、節１職員給与費等繰入金は１４万９,０００円ほど繰り入れをするという

ものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第２１、議案第１１８号平成２７年度吉

賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第３号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２２．議案第１１９号 

○議長（安永 友行君）  日程第２２、議案第１１９号平成２７年度吉賀町介護保険事業特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  続きまして、議案第１１９号でございます。平成２７年度吉賀町介護保

険事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２７年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億８,６１５万９,０００円とする。２項、

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

第１表歳入歳出予算補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款７繰入金項１他会計繰入金、補正前の額が１億８,４２７万

７,０００円で、補正額が３３万５,０００円、補正後の額が１億８,４６１万２,０００円で、歳

入合計、補正前の額が１０億８,５８２万４,０００円、補正額が３３万５,０００円、補正後の

額が１０億８,６１５万９,０００円でございます。 

 １ページをお開きください。 

 歳出でございます。 

 款１総務費項１総務管理費、補正前の額が４,０８１万９,０００円、補正額が３３万

５,０００円、補正後の額が４,１１５万４,０００円で、歳出の合計額でございますけれど補正
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前の額が１０億８,５８２万４,０００円、補正額が３３万５,０００円で、補正後の額が１０億

８,６１５万９,０００円でございます。 

 ６ページをお開きください。 

 歳出、１款総務費１項総務管理費目１一般管理費、補正前の額が４,０８１万９,０００円、補

正額が３３万５,０００円で、補正後の額が４,１１５万４,０００円で、財源といたしましては

一般財源が３３万５,０００円で、節の４共済費、職員人件費で共済組合負担金が３３万

５,０００円でございます。 

 合計でございます。合計金額も同額でございます。１ページ前にかえっていただきまして、

２歳入７款繰入金１項他会計繰入金目１一般会計繰入金、補正前の額が１億８,４２７万

７,０００円、補正額が３３万５,０００円、補正後の額は１億８,４６１万２,０００円、節の

４職員給与費等繰入金３３万５,０００円、これにつきましては、職員給与費等の繰入金で

３３万５,０００円を収入として一般会計から入れるものでございます。 

 合計につきましては同額でございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２２、議案第１１９号平成２７年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）の

質疑は保留しておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２３．議案第１２０号 

○議長（安永 友行君）  日程第２３、議案第１２０号平成２７年度吉賀町小水力発電事業特別会

計補正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１２０号でございます。平成２７年度吉賀町小水力発

電事業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２７年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額にそれぞれ１１万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,５４６万６,０００円とする。２項歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入
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歳出予算補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款３繰入金項２他会計繰入金、補正前の額が６,７０８万

１,０００円、補正額が１１万７,０００円、補正後の額が６,７１９万８,０００円で、歳入の合

計が、補正前の額が１億１,５３４万９,０００円、補正額が１１万７,０００円、補正後の額が

１億１,５４６万６,０００円でございます。 

 １ページをお開きください。 

 歳出、款１総務費項１施設管理費、補正前の額が１億１,３５３万９,０００円、補正額が

１１万７,０００円で、補正後の額が１億１,３６５万６,０００円、歳入歳出の合計が１億

１,５３４万９,０００円で、補正額が１１万７,０００円で、補正後の額が１億１,５４６万

６,０００円でございます。 

 ６ページをお開きください。 

 ３歳出、１款総務費１項施設管理費目１一般管理費、補正前の額が１,２４０万２,０００円、

補正額が１１万７,０００円、合計が、補正後の額が１,２５１万９,０００円で、財源が一般財

源が１１万７,０００円入れるものでございます。 

 節４共済費１１万７,０００円、先ほども同じでございますけれど、職員の人件費として共済

金組合の負担金がふえるものでございます。 

 １ページ前をお開きください。 

 ２歳入、３款繰入金２項他会計繰入金目１一般会計繰入金、補正前の額が６,７０８万

１,０００円、補正額が１１万７,０００円、補正後の額が６,７１９万８,０００円、節１その他

繰入金が１１万７,０００円、その他の繰入金として１１万７,０００円一般会計から繰り入れる

もので、合計につきましても同額となります。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２３、議案第１２０号平成２７年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第２号）

の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２４．議案第１２１号 
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○議長（安永 友行君）  日程第２４、議案第１２１号平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  続きまして、議案第１２１号平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）。 

 平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４１万２,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億７,４９７万２,０００円とする。２項歳入

歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第

１表歳入歳出予算補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款１繰入金項１他会計繰入金、補正前の額が７,６５７万円、

補正額が４１万２,０００円、補正後の額が７,６９８万２,０００円で、歳入の合計が５億

７,４５６万円、補正額が４１万２,０００円で、補正後の額が５億７,４９７万２,０００円でご

ざいます。 

 １ページをお開きください。 

 歳出でございます。 

 款１簡易水道事業費項１施設管理費、補正前の額が９,７５５万８,０００円で、補正額が

４１万２,０００円、補正後の額が９,７９７万円で、歳出の合計が、補正前の額が５億

７,４５６万円、補正額が４１万２,０００円で、補正後の額が５億７,４９７万２,０００円とな

るものでございます。 

 ６ページをお開きください。 

 ３歳出１款簡易水道事業費１項施設管理費目１施設管理費、補正前の額が９,７５５万

８,０００円、補正額が４１万２,０００円、補正後の額が９,７９７万円で、財源としては一般

会計からの繰入金、一般財源からですけど４１万２,０００円、節の４共済費、これにつきまし

ても職員人件費として共済組合への負担金がふえるものでございます。 

 １ページ前にかえっていただきまして、２歳入１款繰入金１項他会計繰入金目１一般会計繰入

金、補正前の額が７,６５７万円で、補正が額が４１万２,０００円、補正後の額が７,６９８万

２,０００円、節の１一般会計繰入金が４１万２,０００円ということでございます。 

 計につきましても同額でございますので、割愛させていただきます。 
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 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２４、議案第１２１号平成２７年度吉賀町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）の

質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．議案第１２２号 

○議長（安永 友行君）  日程第２５、議案第１２２号平成２７年度吉賀町下水道事業特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、議案第１２２号でございます。平成２７年度吉賀町下水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２７年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６,５８５万５,０００円とする。２項、歳

入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、

第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の補正は第５表地方債補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入、款１繰入金項１他会計繰入金、補正前の額が１億６７８万

５,０００円、補正額が減額の１,１０９万５,０００円、補正後の額が９,５６９万円、款７町債

項１町債、補正前の額が１億６,９９０万円、補正額が１,１２０万円、補正後の額が１億

８,１１０万円で、歳入の合計が、補正前の額が３億６,５７５万円、補正額が１０万５,０００円、

補正後の額が３億６,５８５万５,０００円でございます。 

 １ページをお開きください。 

 歳出、款１下水道事業項１施設管理費、補正前の額が４,４００万９,０００円、補正額が

１０万５,０００円、補正後の額が４,４１１万４,０００円、款２公債費項１公債費、補正前の

額が１億５,６７３万６,０００円、補正額はございませんので同額が補正後の額でございます。 



- 52 - 

 歳出の合計が、補正前の額が３億６,５７５万円で、補正額が１０万５,０００円、補正後の額

が３億６,５８５万５,０００円でございます。 

 第５表、地方債補正、起債の目的、１下水道事業債、補正前の額が１億１,３２０万円、補正

後の額が１億２,４４０万円で、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同額

でございますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは７ページをお開きください。 

 ３歳出１款下水道事業費１項施設管理費目１施設管理費、補正前の額が４,４００万９,０００円、

補正額が１０万５,０００円、補正後の額が４,４１１万４,０００円で、財源につきましては一

般財源が１０万５,０００円、節の４共済費１０万５,０００円で、これにつきましても人件費の

共済組合の負担金が増額するものでございます。 

 ２款公債費１項公債費目１元金、補正前の額が１億２,６６３万１,０００円で、これにつきま

しては補正額がございませんので補正後の金額も同額でございますけれど、財源の内訳が町債が

８５０万円で、一般財源が減額で８５０万円減額するというもので、財源の更正をさせていただ

くものでございます。 

 目２利子、補正前の額が３,０１０万５,０００円で、これも補正額ございませんので補正後の

額は同額でございますけれど、財源の内訳が、町債が２７０万円ということで一般財源が減額の

２７０万円減額するということで財源の更正でございます。 

 計でございますけれど、１億５,６７３万６,０００円が補正前の額で、補正後はゼロで、補正

後の金額も同額でございます。 

 財源の内容が変わってきて、町債が１,１２０万円で、一般財源が１,１２０万円少なくなると

いうことで起債対応するということでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。 

 日程第２５、議案第１２２号平成２７年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の質

疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２６．議案第１２３号 
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○議長（安永 友行君）  日程第２６、議案第１２３号平成２７年度吉賀町一般会計補正予算（第

５号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。 

 中谷町長。 

○町長（中谷  勝君）  それでは、続きまして議案第１２３号平成２７年度吉賀町一般会計補正

予算（第５号）。 

 平成２７年度吉賀町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８１１万２,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億２,９７６万円とする。２項歳入歳出

予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳

入歳出補正による。 

 繰越明許費、第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は第３表繰越明許費による。 

 債務負担行為、第３条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすること

ができる事項、期間及び限度額は第４表債務負担行為による。 

 地方債の補正、第４条、地方債の補正は第５表地方債補正による。 

 平成２７年１２月１１日提出、吉賀町長。 

 １ページをお開きください。 

 第１表歳入歳出予算補正、歳入款１１分担金及び負担金項１分担金、補正額だけ申し上げます。

補正額が５万円で、補正後の額が７９０万５,０００円でございます。 

 款１３国庫支出金項１国庫負担金、補正額が４００万円、補正後の額が３億１,７９２万

３,０００円、項２国庫補助金４９万２,０００円の補正で、補正後が３億７,３５３万

１,０００円、款１４県支出金項１県負担金、補正額が２００万円で、補正後の額が１億

８,２２９万８,０００円、項２県補助金、補正額が７８４万６,０００円、補正後の額が１億

６,７６８万８,０００円、款２０町債項１町債、減額の２,２５０万円を減額し、補正後の額が

１２億７,３９２万２,０００円で、歳入の合計が、補正前の額が７３億３,７８７万２,０００円

で、補正額が減額の８１１万２,０００円、補正後の額が７３億２,９７６万円でございます。 

 １ページをお開きください。 

 歳出でございます。 

 款１議会費項１議会費、補正額が１１万４,０００円で、補正後の額が６,７１１万９,０００円。 

 款２総務費項１総務管理費、補正額が減額の５,８１９万５,０００円で、補正後の額が１１億

４,５１８万１,０００円、項２徴税費、補正額が１５万２,０００円で、補正後の額が
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４,４０５万８,０００円、項５統計調査費、これは補正がございませんので補正後の額も

５９２万８,０００円でございます。 

 款３民生費項１社会福祉費、補正額が１,３５２万５,０００円、補正後の額が１０億２５６万

７,０００円、項２児童福祉費、補正額が５４５万８,０００円、補正後の額が４億４,４６５万

３,０００円。 

 款４衛生費項１保健衛生費、補正額が２５４万８,０００円、補正後の額が７億１,４２５万

４,０００円、項２清掃費、補正額が１６１万２,０００円、補正後の額が２億１,６５７万

１,０００円。 

 款６農林水産業費項１農業費、補正額１,２１７万４,０００円、補正後の額が３億１,９５２万

６,０００円、項２林業費、補正額４０万３,０００円、補正後の額が６,８７３万８,０００円。 

 款７商工費項１商工費、補正額５７８万７,０００円、２億５,０６３万９,０００円が補正後

の額でございます。 

 款８土木費項１土木管理費、補正額が減額の９８４万６,０００円で、補正後の額は１億

３,８６４万３,０００円でございます。 

 項２道路橋梁費、補正額が減額の８４万３,０００円で、補正後の額が３億５,３８９万

６,０００円、項５住宅費、補正額が１５１万２,０００円で、補正後の額が１億３,１７８万

５,０００円。 

 款１０教育費項１教育総務費、補正額が１５９万９,０００円、補正後の額が２億２,１２３万

２,０００円、項２小学校費、補正額２６万円で、補正後の額が３億２２９万６,０００円、項

３中学校費、補正額が減額の９００万円で、補正後の額が７,２５９万６,０００円、項４社会教

育費で、補正額が１３５万５,０００円、補正後の額が８,３０２万５,０００円、項５保健体育

費、補正額７０万５,０００円で、補正後の額が３億６５９万８,０００円。 

 款１１災害復旧費項１農林水産施設災害復旧費、補正額１,５３９万４,０００円で、補正後の

額が２,１７５万４,０００円、項４その他公共施設災害復旧費、補正額が７１７万４,０００円

で、補正後の額が９４６万４,０００円で、歳出の合計が、補正前の額が７３億３,７８７万

２,０００円で、補正額が減額の８１１万２,０００円、補正後の額が７３億２,９７６万円でご

ざいます。 

 １ページをお開きください。 

 繰越明許費でございます。 

 第３表繰越明許費款８土木費項２道路橋梁費、事業名が「除雪車更新事業」、金額が１,７８３万

２,０００円でございます。 

 次のページの第４表債務負担行為、事業費が吉賀町地域間交流拠点施設管理費運営事業費、期
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間が平成２８年度から平成３０年度まで、限度額でございますけれど１,３９１万３,０００円で

ございます。 

 １ページをお開きください。 

 第５表地方債の補正でございます。起債の目的の１、全国防災事業費、補正前の額が１,１９０万

円で、補正後の額が１,３５０万円、起債の目的２の過疎対策事業債、補正前が９億１,２７０万

円で、補正後の額が８億７,９６０万円、目的の３の災害復旧事業費、これにつきましては、補

正前はゼロでございましたけれど９００万円を補正するというもので、上記２つにつきましては

起債の方法、利率、償還の方法、補正前と変わりません。３番目の災害復旧費につきましても同

じような償還、また利率、起債の方法となっております。 

 事項別明細書以降につきましては、所管いたしております総務課長のほうから詳細に御説明を

申し上げますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。 

 赤松総務課長。 

○総務課長（赤松 寿志君）  それでは、議案第１２３号一般会計補正予算（第５号）の詳細説明

を行います。 

 今回の補正の主なものですけども、事業でいいますと牛王丸水路の改良工事費１,０７５万

８,０００円、除雪車の購入費１,７８２万円、林道坂本亀ケ谷線の災害復旧工事費１,５３９万

４,０００円などでございます。 

 こういった今回の補正に伴います一般財源の所要額につきましては、減債基金への積立金を減

額をして充当することとしております。 

 それでは、個別に説明を行っていきたいと思います。 

 まず、給与費明細書のほうからごらんをいただきたいと思います。 

 ２０ページをお開きいただきたいと思います。 

 人件費の異動について、最初に御説明をいたします。特別職については異動がありません。 

 ２の一般職のところです。（１）の総括のところにありますが、まず、職員数が２名増となっ

ております。これにつきましては、新規採用職員を前倒しで採用したいというふうに考えおりま

して、これに係るものでございます。給料の７４万９,０００円、これについても同様でござい

ます。職員手当８３万９,０００円につきましては、その下の手当ごとの内訳がございますけど

も、このうちの通勤手当の１万円と退職手当組合負担金１３万５,０００円、これについては先

ほど申しました職員採用の前倒しによるものでございます。それから、扶養手当の９万円と期末

勤勉手当の２万５,０００円につきましては、新たに扶養者がふえたことによる異動でございま

す。時間外勤務手当につきましては、国勢調査の減額２４万円、それから、増額としましては農
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業費、林業費、あるいは社会教育費等の増額を差し引きまして５７万９,０００円増額するもの

でございます。 

 共済費の増額につきましては、冒頭、特別会計でもありましたけども制度改正によるものが主

なものでございまして、もう１点は、人事異動を職員手当とか給料については６月議会で反映し

ておりましたけども、共済費については反映しておりませんのでその辺を反映した関係で若干の

異動がございます。 

 こういったものによりまして、一般会計では７８０万３,０００円増額となっております。 

 それでは、歳出予算のほうから説明をしていきたいと思います。 

 １１ページをごらんいただきたいと思います。 

 職員人件費につきましては先ほど申したとおりでございますので、説明のほうは省略をさせて

いただきます。 

 続きまして、総務費の総務管理費、一般管理費ですけども、職員人件費は先ほどのとおりです。

０５０その他経費、職員採用試験の委託料でございますが、職員募集かけましたけども募集した

定員に達しませんでしたので２次募集を今かけておるとこでございますけどもこれに係る委託料

でございます。 

 目の５財産管理費で００６基金積立金、減債基金の積立金を６,１３０万７,０００円減額する

ものですが、これも先ほど言いましたように、今回、補正予算に伴う一般財源の所要額をここで

調整するということで、積立金を減らして一般財源の所要額を確保するものでございます。 

 続きまして目の６企画費です。００４定住対策事業費、空き家活用集落担い手確保事業補助金、

２件分の追加をするものでございます。２００万円です。００５生活バス路線確保対策事業費、

平成２７年度の補助金が確定したことによりまして補正するものでございます。０４０団体負担

金益田広域の負担金でございます。 

 それから、財源内訳のところを見ていただきますと△５５０万円となっております。これにつ

きましては過疎債の異動でございます。大きな異動は、高速情報通信基盤整備、ＮＴＴの回線を

引くものですが、これは過疎債のハードを充当しておりましたけども、県のほうから指摘があり

ましてソフトに移行しなさいということがありました。これに伴いましてハードからソフトのほ

うに移行しました関係で、ソフト事業のほうが枠を超えてしまったということがありまして、ソ

フト事業のほかの事業で調整をしております。その関係で、ここでは定住促進支援事業に過疎ソ

フトを充当しておりました５５０万円を減額するものでございます。 

 続きまして、目の７土地対策費、これは人件費です。 

 目の１０自治振興費、これも財源の更正ですけども、町債の９１０万円は過疎ソフト、先ほど

申しました理由によりまして９１０万円減額するものでございます。事業費は自治振興交付金を
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減額するものでございます。 

 それからめくっていただきまして、１２ページの項の２徴税費目１税務総務費、これは職員の

旅費を補正するものでございます。 

 続きまして、項の５統計調査費目１統計調査総務費０１４国勢調査費ですけども、実績見込み

によります予算の組みかえでございます。職員手当と通信運搬費を減額して臨時職員の雇用賃金、

消耗品費に充当するものでございます。 

 続きまして、款の３民生費項の１社会福祉費目の１社会福祉総務費です。これにつきましては、

００７福祉センターの管理費、設計業務委託料ですが、福祉センターの事務所の改修工事の設計

監理委託でございます。７３万５,０００円、これにつきましては、参考資料の４５ページに財

源の有効活用事業の一覧表をつけておりますけども、財源の有効活用事業とさせていただいてお

ります。 

 続きまして、０５０その他経費、普通旅費、研修旅費は職員の旅費です。社会福祉協議会の補

助金ですけども、訪問看護ステーション支援事業の補助金でございます。２０万円です。これに

つきましては、県の補助が４分の３、１５万円ございます。 

 財源内訳のほうを見ていただきますと、県支出金１５万円、これが今の事業費です。それから、

町債の１３０万円の減額は、過疎ソフトでシルバー人材センターの運営事業に充当しておったも

のを１３０万円減額するものでございます。 

 目の２高齢者福祉費で００３老人福祉センター管理費の修繕費です。はとの湯荘のろ過機、あ

るいはろ材の入れかえに伴うものでございます。これにつきましても財源の有効活用事業を充当

しております。 

 それから１３ページのところ──これは特別会計の繰出金です。 

 目の４障がい者福祉費０５０その他経費ですが、これは平成２６年度の福祉医療費の助成事業

補助金の償還金１６万３,０００円でございます。 

 財源内訳のところで町債が８０万円減額になっておりますけども、これも過疎ソフト腎臓機能

障がい者通院費助成事業に充当しておった８０万円を減額するものでございます。 

 目の６障がい者自立支援費００５自立支援訓練等給付事業費ですが、これにつきましては就労

継続支援Ａ型利用者が１名増によるものでございます。７８０万円で、これにつきましては歳入

で国の補助金が２分の１の３９０万円、県の補助金が４分の１で１９５万円ございます。

００８補装具の給付事業費、補聴器３件分でございます。２０万２,０００円、これにつきまし

ても歳入で国が２分の１、１０万円、県が４分の１、５万円ございます。 

 財源内訳のところを見ていただきますと、国、県の支出金につきましてはこの２つの事業に対

する２分の１、４分の１の補助金でございます。 
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 それから町債の８０万円の減額は過疎ソフトで精神障がい者通院費助成事業に充当しておりま

したものを減額するものでございます。 

 続きまして、項の２児童福祉費目１児童福祉総務費ですが、００６放課後児童対策事業費は平

成２６年度分の放課後児童対策事業補助金の償還金でございます。２０１万６,０００円。

００８次世代育成支援対策費、これにつきましては子育て支援ガイドブックを９月の補正だった

と思いますけども補正予算で計上させていただきましたが、これがもう部数が残り少なくなって

おりまして増刷をしたいということで２,０００部増刷する印刷費でございます。０１３地域子

育て支援拠点事業費、これにつきましては保育緊急確保事業、子育てサロン事業の補助金の償還

金でございます。国９０万４,０００円、県９０万４,０００円でございます。 

 続きまして、目の２保育所費００７特別保育事業費、これにつきましては平成２６年度分の特

別保育事業費補助金の償還金でございます。０１０施設型保育給付事業費、これにつきましても

平成２６年度分の保育所運営費の補助金の償還金と第３子以降保育料軽減事業の償還金、国、県

それぞれ２７万９,０００円、１６万８,０００円でございます。 

 続きまして１４ページです。 

 款の４衛生費項の１保健衛生費目１保健衛生総務費です。００９歯科診療所管理費、これにつ

きましては柿木の歯科診療所のテレビ、冷蔵庫、消火器等のリサイクル料が２万４,０００円と

医療機器等の処分費２２万１,０００円、合わせて２４万５,０００円でございます。 

 財源内訳のところの３０万円の町債減額は、過疎ソフトで医療従事者等確保対策事業の分を

３０万円減額するものでございます。 

 目の２母子衛生費、これは財源更正ですが町債２０万円減額は過疎ソフトで妊産婦の通院費補

助金を減額するものです。 

 目の３予防費００４予防接種費ですが、高齢者予防接種委託料、ワクチン単価の値上がり分の

委託料を増加するものでございます。９８万８,０００円。 

 目の４環境衛生費０５０その他経費は職員の普通旅費です。 

 項２清掃費目１ごみ処理費００４可燃物処理事業費ですが、物品修繕料につきましてはごみ集

積箱の修繕費１０万円と、備品購入費につきましてはごみ集積箱の購入費２０基分でございます。

１５１万２,０００円、合わせて１６１万２,０００円、これにつきましても財源の有効活用事業

を充当しております。 

 続きまして目の２し尿処理費、これは財源の更正でして町債の減額は過疎ソフト、浄化槽の維

持管理費の補助金を減額するものでございます。 

 続きまして、農林水産業費で項の１農業費、農業総務費は人件費だけです。 

 １５ページ、目の３農業振興費、これは財源更正で過疎ソフトの町債を減額するものでござい
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ます。有機農業振興事業１３０万円、農地利用集積事業１４０万円、新規就農者育成確保事業

１２０万円、合計３９０万円を減額するものでございます。 

 続きまして目の６農地費で００３農道水路維持管理費、改良工事費は牛王丸水路の改良工事費

で、１,０７５万８,０００円でございます。これも財源の有効活用事業を充てさせていただいて

おります。 

 続きまして、項の２林業費目１林業総務費は人件費だけです。 

 目の４林道費、これも人件費だけです。 

 款の７商工費項１商工費の目２観光費００４健康増進交流施設管理費、「ゆ・ら・ら」の施設

の修繕料ということで、外灯、燃料ポンプ、伸縮継手、チップボイラー等の修繕費でございます。

２３０万円、これにつきましても財源の有効活用事業を充当しております。 

 続きまして００５観光施設管理費調査委託料ですけども、観光施設「なつめの里」とか高尻の

ログハウス等の施設について、建築基準法、あるいは旅館業法、消防法等の適合の有無等につい

て調査をするものでございます。 

 財源のところでは、町債４７０万円減額になっておりますけども、これにつきましては過疎ソ

フトで観光素材活用対策事業分を４７０万円減額するものでございます。 

 続きまして１６ページ、目の３都市農村交流費です。０２１萩・石見空港利用促進事業費、こ

れにつきましては町民の方が利用されたときの往復２回、１００人分の追加をするものでござい

ます。６０万円。０２４彫刻の道整備事業、彫刻購入に係る事業費でございます。事業委託料に

つきましては展示パネル制作費、改良工事費は照明の取りつけ工事、施設備品の購入費は展示台、

ケース等の購入費です。彫刻購入費は１０８万円、資料の４６ページに写真が掲載してございま

す。 

 続きまして、款の８土木費項の１土木管理費目１土木総務費です。０２１県営事業負担金、急

傾斜地崩壊対策事業負担金ですが、法師渕下地区の修繕工事に係る負担金でございます。工事費

の１０％で１００万円。この１００万円に対して地元負担が５％で５万円ほど負担がありますの

で、財源の内訳のところで分担金及び負担金５万円が計上してあります。 

 続きまして、項の２道路橋梁費目１道路橋梁維持費００３道路維持管理費です。調査委託料に

つきましては６月の補正で９橋分の調査費を計上させていただきました。その後、総合評価の変

更等によりまして今回、全額を減額補正するものでございます。２,４４８万５,０００円。それ

から、電算備品の購入費とソフトウエアの購入費は、これはタブレットの端末、あるいはそのソ

フト等の購入でございます。これらにつきましては、全て財源の有効活用事業の中で減額、ある

いは増額等の活用をしております。 

 続きまして、００５の除雪費です。除雪車の整備料は修繕等に係る１００万円でございます。
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自賠責保険、車両購入費、これは新規に購入する車両に係るものでございます。参考資料の

４７ページ、あるいは４８ページにカタログ等、あるいは今の既存の車両の整備状況等が記載し

てございます。これにつきましては、過疎債のハード分を充てることとしております。 

 続きまして、めくっていただきまして１７ページです。 

 目の２道路橋梁新設改良費０２９朝倉真田線の改良事業費です。これにつきましては、９月の

定例議会の追加議案の中で補正３号のとこでしたけども、町が直接工事するところから県のほう

に工事をお願いするということで委託のほうに組みかえましたけども、さらに、県がやるのは困

難ということで再度、また県委託料から町の発注による改良工事に切りかえるための予算でござ

います。１,１００万円委託料を減額して改良工事費１,１００万円を増額するものでございます。

０５５町道入江線改良工事測量設計業務委託料、改良工事の測量設計業務委託でございます。 

 財源内訳のところで町債３６０万円というのがありますが、町道入江線の改良工事に係る部分

を過疎債のハードのほうを充当することとしております。 

 それから、項の５住宅費目１住宅管理費ですが、００３住宅管理費維持補修工事費ですけども、

福川公社住宅の屋根の修繕工事でございます。これにつきましても財源の有効活用事業を活用す

ることとしております。 

 続きまして、款の１０教育費項１教育総務費目１教育委員会費０５０その他経費ですけども、

教育委員会の議事録を作成する委託料でございます。 

 目２事務局費０２７吉賀高校魅力化支援事業費ですが、通信運搬費につきましては通学費の補

助の補正をするものでございます。 

 財源の内訳のところの町債１,０７０万円の減額ですけども、吉賀高校の振興事業、サクラマ

ス事業、吉賀塾の事業等々の事業を１,０７０万円減額するものでございます。 

 続きまして、１８ページのところですが、項２小学校費の目１小学校管理費００３事務局管理

費の作業手数料ですけども、プリンターの定期部品交換に係る手数料でございます。柿木小学校

を除く４校分２６万円でございます。 

 項の３中学校費目１中学校管理費です。０２１中学校施設整備事業費、改良工事費９００万円

の減ですが、これにつきましては、吉賀中学校の下水道接続工事を２７年度から２８年度の工事

に振りかえることによりまして減額をするものでございます。 

 財源内訳のところですけども、国庫支出金４９万２,０００円、これにつきましては吉賀中学

校の体育館の天井の改修工事に係るものが補助金が増額になっております。それから町債のとこ

ろは９７０万円の減ですが、下水道接続工事が１,１３０万円の減額と体育館の天井の改修工事

が１６０万円の増額で、差し引きして９７０万円の減額ということでございます。 

 １つ飛びまして項の５保健体育費の目２保健体育施設費００６蔵木グラウンドゴルフ場の管理
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費です。臨時雇用賃金につきましては、管理９０人分、草刈り１５人分の賃金を見込んでおりま

す。維持補修用の原材料費は埋め土の購入費でございます。 

 続きまして１９ページ、款１１災害復旧費項１農林水産施設災害復旧費目３林道災害復旧費

００４現年補助災害復旧事業費、林道坂本亀ケ谷線の２カ所の災害復旧工事であります。参考資

料の４９ページに箇所図がついております。 

 それから財源のほうですけども、県支出金は工事費の２分の１で７６９万６,０００円、それ

から地方債は災害復旧事業債９００万円でございます。 

 項の４その他公共施設災害復旧費目２大井谷棚田展望公園災害復旧費ですが、災害復旧費工事

費と土地購入費、大井谷棚田展望公園の災害復旧工事に係る工事費とその工事に係る用地の取得

費２万４,０００円でございます。これをあわせた７１７万４,０００円、これにつきましては財

源の有効活用事業を活用をしておるとこでございます。 

 続きまして歳入のほうに戻っていただきまして、９ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、款１１分担金及び負担金項１分担金目７土木費負担金です。急傾斜地崩壊対策事業分担

金、法師渕下地区の修繕工事５％分でございます。 

 国庫支出金の国庫負担金、民生費国庫負担金の障がい者自立支援給付費等負担金、自立支援給

付費と補装具の給付費それぞれの２分の１、４００万円でございます。 

 教育費の国庫補助金、学校施設環境改善交付金、これは吉賀中学校の体育館の天井の補修工事

の増額分でございます。 

 県支出金の県負担金、民生費県負担金につきましては、障がい者自立支援給付負担金、先ほど

の国庫と同様ですが自立支援訓練等給付費と補装具の給付費あわせた分の４分の１部分の

２００万円でございます。 

 民生費の県補助金で医療介護総合確保促進基金市町村支援事業補助金ですが、訪問看護ステー

ション支援事業に係る４分の３、１５万円でございます。 

 続きまして１０ページのところですが、災害復旧費県補助金です。 

 林道施設現年災害復旧、林道坂本亀ケ谷線の工事費の２分１、７６９万６,０００円でござい

ます。 

 続きまして町債ですけども、過疎債ですが学校施設整備事業費、これは吉中の下水道接続工事

減額分でございます。 

 高速情報通信基盤整備事業、これは冒頭言いましたが、ハードからソフトに振りかえるもので、

ハード分は４,３２０万円減額になります。除雪車の整備事業は、除雪車購入に係るもんで

１,７８０万円、町道入江線の改良事業測量設計業務分３６０万円でございます。 

 ソフト分は４,３２０万円ふえますが、総枠が決まっておりますので総枠とすれば変動はござ
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いません。個別の中身については、先ほど歳出のところで説明したとおりでございます。 

 続きまして、教育債、学校施設環境改善事業ですが、これは吉賀中学校の体育館の天井改修工

事１６０万円増額でございます。 

 災害復旧事業債は、林道坂本亀ケ谷線の災害復旧に係るものですけども、これにつきましては、

工事費だけでなくて補正の２号、あるいは３号で計上しました測量設計委託業務分も含めて充当

率９０％掛けた９００万円が、この起債の対象となっております。 

 交付税の留保につきましては、今回、異動しておりませんので４,４３９万５,０００円、これ

については変わっておりません。 

 以上で詳細説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で詳細説明が終わりました。 

 ここで１０分間休憩します。 

午後２時07分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時17分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

 議案第１２３号の質疑が始まっておりません。これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  ないようですが、最終日も残っておりますので質疑を終わってよろしい

ですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですので、日程第２６、議案第１２３号平成２７年度吉

賀町一般会計補正予算（第５号）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午後２時20分散会 

────────────────────────────── 

 


